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序

市内で実施された発掘調査件数は130件以上を数えま
す。その大部分を市めるほ場整備関連の発掘調査も終了

し、現在はその成果をまとめているところです。

本報告書は、その一部をまとめたものですが、地域に

おける文化財や廃史に対する認識と現解を深めるととも

に学術研究の一助になれば幸いと存じます。

故後に、発掘調査から整理報告に至るまで¥多大なご

協力を項きました関係者並びに作業参加者の方々に深く

感謝します。

YlI:成13年3月

筑後市教育委員会

教育長牟問II和良



例 -

1 .ノド，1}は、'予F刊j成此 3 - ll年j皮1克Eに筑f後去市教T背(行'1乍7下:宏宏委.ιI口l会がヨ克ミ地した筑f後愛7市li内 i泣立跡刑昨:のI出~旦i立111'雌富文化j川l~' )浩E削s似H品\n!，\訓J司ht在E報千作;!，
である。

2. 光州，U.'J1f.&ぴIJUニ遺物の格J1l!は筑後 dJ教育委!~会が行い、出トー泣物 ・ 間!而 ・ 'lJ山などは筑後市教汗委

以会に i; 1; 、て r，r11:品・保竹:をしている" なお、 ~1k!LJ，'，Jttおよび棋坤.作業の|対係-tJ.，よ I1 "j).'j作経過と組織j

にHl¥したとおりて'あゐ“

3.訓.1tに)IJいた測M時械は、同」ニi澗栴法郡山彊胤系を崎市としたため本占にぶされる )i位はすべてG.N.

(J_~lH~!:1じ) をぷし、 ノド文 ' 1 1に dl\される jrt・f/専のflJ肢はよ れを J，~il(1 としたむのであゐ。 また、水触は1'.1'.を)t;

哨としている。

4.本~I tに使川した依|而の う ち、 j立仙の央a1IJ J5(1は永 ft!. ;奇倍、小林的作、ヒ村民と、 nl' l ' ~明、柴 111剛、大同

μ-~IS (現:!日木町教行委u会)、坂本l決チ (現， そ糊II汀教行委只会)、氷山陀弥 (現:)11111な町教杯委日
会)、奥村太郎、遺物の;起i削除|は、Il尿あけみ、柴川が作成し、|ヌ:J)阪のrrtl ' ~は平塚、イ111文忠が行っ た。 なお、
下北山楠'J1m跡における辿州全体凶は(株)，'，出J11航沖にi:'"(;した。
5 .1ド" ~に佐川した'び点の う ち、i1l榊の"王山崎I;~，よ水比、小林、」二村、 11111 '、柴rn、大向、峨冷;が行い、

j且物のυ1'J.:~~影Ij小林、 卜.村、柴川が行った。

6.冷:1.!}Iこ佐川したj且HI/.1x'Jミは下11GのIHx.~J'による。

S8-1M江本J:-ill物 SD h'l~ SE-J I~戸 SK一時火 .t峨
SPーヒット ST 仏 SX-)t'd榔状m榊・治とし穴:lAill榊・不可JJi'tM，
7 .本件はr8 .水川下松l町i立跡Jr9 .J齢数lω1;(山遺跡」をう程ITI、rl () . 7~1t):b阿見 Inm跡!を t村、その他を小
林が机市し、制取は小林が~'II 、竹した。
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1 .調査経過と組織
今[111械iりする筑後di内地跡HfD I.t、、ji.l，此3-11{f.皮に筑後Tli救"(f荷.l!会が災地した一部の発似品Ji.成
以をまとめたものであるー

光i/tti訓伐に j;ける ial~lf.粍i晶、尖J池山111日、耐fW"~;は各泊閥、の r ( 1) はじめに j に il~ し、党~l捌1i.におい

て 11\ し した遺物の鴨川と報~I('II~作成については、随時、筑後 rli役所内にめる文1じ111 輪予I!引で行っている。

以ド、峨ftする 1~'，J1fが多11~J立によたがるため、 ニニで -18して訓告強ぴに鰍(lJJF作成の組織をあげる。

川ff.品11純

J )千l此3iドlalJ，'，11f.体制I(ド北島禍リl.iit跡)

総机 教Til毛 i荒川政之

柿ノド位A

t![文J;JI

教育部長

庶務 礼会敢行，，~H<

社会数行係l之 松氷雌114自IS

朴会投打{系 水見方イ忠・小林品作(I9i4n~: 113.8.1-) 
2)‘[l/JZ 4 .11'-1定制作体制I(水間 111 伏遺跡~i 1次t尚子f.)

総11可 教ff民 AHI)山之

教f了間民 橋本能x
).O:A華 社会教UII!IHk l' JIIlHtll，lr 

社会教fT係k 松永凶~V4rl1S

十1:会教(f係 水比光地.iIl崎市t\í主・小林JfJ作('蝋~(;)

以本映r(ぷl伐補助10L.[JJ.: ::制IIIf教安]
:0 '1i. IJIt 6 作成IJ，~1正体制J (水川山仏j此刷、部 2 次，J'J1f 、 ldJt舘ill跡~ I ・ 2 次，胡俗、 tHI シウジjfi跡)

総M 教ff1七 本川JI~之

[O:J:i7 

教fi行IHk nt何Jι品
;札会批ffぷlぇ

礼会教fr係k
社会教f1f;系

|、'111年1111，1
松水~*-llq自IS

水~J.f.j他・小林リ〉作

坂本l決( ( ，~"も: B6.7.15-) [.LJL: jfXlIJf教養]
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総川 教育民 ぷ川Ji~よ
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6 )平成9年度品11t体ililJ(W:山西尖rnlli跡)
総的 教打法 菰田地よ

教rf持IS民 rlt制忠¥4事
庶務 社会教育，，*長 山11 j畠郎

社会教fl係長 旧rl'TI1辿
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1Jr-.a活 社会教""II*'民
文化係民
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10) ~姻潤先参加!将 (Jllti不川、 倣林IUお)

I~~査何Iì助H

先制作業H
11)幣岨作業参加者 (J眠不|司、倣林略)

整地補助以

強珂l作世μ
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立石氏二 (1属品:1T9.8.1-) 

年0111相良 (Hl0.4.7-)

l、川雅IIt'f

IlllJ~郎
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牟11-I11，f:1l良

FJIIまtt:llj't

11ミ村岡指

111 小限一

水弘芳徳 ・小林見作 ・|ニ村兆と

うお川剛 (I~花) ・ 立石点二 (1!ltJ&託: [111.6.]-) 

牟川 1I 干Ul~

下JIIザ<<;fI，'1
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'
文}.!J.

山田知1)ι

先制調査/11.ぴ報i'i'"l!_f作成に|摂しては以 ドの)j々 に .::~行部・ご教示を賜リ、記して感謝の立をぷしたし、。

佐々木|世彦、伊111制変秋、，l!~1U崎、、新J~( II~~，小 1HfU;f'I!(制附県教ri'rr)、.lJ&， iJ;.Jt利、'1'山tll.次郎、 IlIH
日柴、下川可梓チ(よ甲府市教育委H会)、放-川貞一(j古典守文化財研究所)、日永i(i制(久留米市教T1

f'U会)
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1位置と環境

筑後"r!ilえ制|川県のItJ l川郎、筑後・・ド~!ýの "1 火出ISにわたる。 ""i械を .I 1{}J'I!:リa!.};，'， .f.:制 と 1 ~1;a209 ~J"線が縦断し、

川jU442り・線がHt1lt!rrる。 ま f" 、 "dj 巾 114 出1Iには・級河川の九部川、 "1 リと ì~l~には山ノ 11')11やイヒ;;:川、北ms
には什11川が内泌する ， 11北 I~III - は lf納山地からがlけずゐ八久 IÎI波が114に位び、 W'胤川の州地がλ，....11.す
る (I ~{\i):"f~J\J也 C わる 1fttmゃ、 IJU也である 1~'1 114 ~IH -1士山れ水路か免法している。 、"，，!J ，よ叫|人lイf教のU21L染

地':I~. であり、北部の 11 陸地地では*制I':'Jや糸畑、 tUfmベ>ItJl内部て'"'よ本，k"1心の川 I~，IJ也，i作が広がる。 jlj・íJi

j也11 、 [~I Jj立にめ J てïliの '1'心部lこ形成されていみ

d， I)~ に J!JJfH・ ，-るかなi込跡の，J:J 1付也l，t.t. 勺いてはFï~. 11 'l~l'J;; し、その;立跡の{既~，I- ついてはTab. I-3に

hL t・ので事j附していた{'きたL、u

• .-曹'胃， .，.・w ・官 咽・
遺跡地 iI rh名 シリーズ卦号 iI跡No. 遺跡名 シリーズ調書号
-亙亙-ー 一ι
れ人'1'山JtI 39 tAllPl'iliノぽ.1'1跡{知lよ悶N)

2 1ft，lIillr* (飢 I :1，IIIUt) 11¥ I II! 40 'l'i!れ 、，~.i~;鴨跡 耳、Iti!t，
3 II以i'U金 m2銚 41 問111/:‘t!iifmUl't，2*測，.i) 1'f112民

4 I嵩 r ~" ， 'ìIA r(l :1峨 42 括起訴 ，~iJI~am， め11~\ 
一s 蔵官~4ml司被i削~ (司、，，~別 tt' ) '(1 1 ，~I 43 J正t氏側.011~骨{却\ 1 ~掬ft) 1113:1_ 

6 1111I"，;rm m I ，~ 44 人'milf¥;遺跡 県微!主~r(II2.，.'t

7 IliHI・小ノiLin，+(飢ll>:剣，'i) r.)'1 m 45 :rH:以q{l，品1，f:iftrH田，1，人・制約 MJ7Jl， 
s 111 (4f¥inr4 持t¥!i月i 46 水1Il11liJ鴻鴨川2次側ft:) If，ょu島

19 0 
lIl~dt' I i:jJU骨(!n1 :"i河o'i) rn II 11，: 47 : 1'， '~III'I"jiljfU+ 本IIl'l

一，1'，¥ ir iWU+ :(17m 48 .I'，:l":UJJノ11i世跡 tl¥ lIi 11 
一ーー ーー

11 うC啄，I，IA '(1 N月i 49 1'，'品納/本遺跡 111'11;1-;鋼所}
12 1，..ltK，¥ll刊liJl跡 t.i'l2n.1 50 崎川/;':sil<tr..( ~I'I ;I は鈎 ti) 的 12JI~

13 ‘1" .1じ~b久ヲ'l也榔 51 ，1， AUHllilm 持¥15¥1，

14 itt"(，'，' I本iJ!i骨(!Y¥;1次開合) .'(I211~1 52 Ai，lII ~L.(IlI am， 品1:;11・

15 1 : ，~~~HIW ， jf(跡 (iù :l;k制作) 53 ?.1!.iJlr iu，rU.釦('1'¥1 :，，~ rtl ~I~'J\ 
一 ー

16 1'41t!11I枇小;n跡 54 同1111:‘!品i貴州 {偽 1:1-;関内:) 14¥121t 
17 Ii<<敏~Zllifm 55 f1i l.j7:I~i1U" ぬ12~\

18 1};Ii1噌111;1，. 56 餓1lI'l'iI，ノ級品同 {書¥~:}.:測必}
19 fff~滑跡 ( 1('， 1 ;"別府) ー 57 !4，..'l¥ll，i磁波r4・(封印 I.:}.:調，'1:)
20 J;I)，~'"辺地跡 (1(\ 1 ;大綱NJ 58 ].<jl1，鈴漬除{割'2次削除} 剖t13除

21 ，I ~ IじI:Jd '以;Im. 59 川小 III i\'J IIls ~lfjrt跡
ー

22 Il崎t}j川遺跡 m~:q~ 60 ;J:I 人以qg品 1 1，!ft~(m2:"1.:腿m mla~ 

23 1 ~ 1l.:~'!t l4..m;ft"' 61 熊野晶tfurm(附l決別配)
24 情J:um(貫，2:X劇作} mZ!lIH 62 1ui r(llllJlf Mfl ift跡 (~2次則1i. )

25 1'.1じ1i1，悌ワ l ilU~ I(I:I:I~ 63 '"l'l~fl".'lJk íl'tU ; (耳、:1 ~火;測す'c)
26 九X{t!i! ili'U4 日\，<'~打WIIl'島 64 久山 ，1じ I，\~品IIUf (fi'i 1 ;J.;側o'i) 目的内

一 一
27 l'iIt';α1 JiiJl跡

6“ 5 久むII，!;}，向\inliキ (~ 1;);刷I"i) -京3汁
一28 ~."， l' ，(，(， 1 iftrf V，t~保1119処 .UI大1+，illII' :tIJJ自民
一

29 1・'.1じMI掘削inv骨 部¥!)，Ih 67 "呼tl'-lll'J、 :k日liAilr~
一 一30 I..Ittl， /I:JIU ，l'I r~ UiI 1 ユ:J.;ì~fojr.) 68 市HlI!ン匂川ifi，. 町、2911l

31 水1111111ι必跡 UI¥1;火瑚l'!1 調~J3蜘 69 JAIIIバUt l.'~ilt.. 

32 l判ケ1流，Iil'll今，j~lri町時 市IU銚 70 必IUQ1IJJU奇 明¥32J1:l

33 絹川I;¥mil跡Uii1<火関自主} ;¥111f! 71 t14お火姻1'*(封¥1 ~k~'Gi) 
一 ー ー

34 tlìl~JI.l II ，IU骨 前IIJh
772 3 

IG Il I例以i凪齢 (耳32 ;に剖~)

35 鈎1111骨 Ir，'.，ni~ (め1;1，:別m r(¥11'jj IGuい1'，iJ) ~aH4. (治:1;，たliHr)
36 久淑1崎1，';Jm 爪1;1t!¥ 74 久'.I!.I;・ノIi1lrf (i.n 2次測が) m:15 .~1 

37 崎111州側 '(111 U~ 75 *"111吹i'跡 言¥29J11

38 111吋小野itlw.t t，II5Ir， 76 ~I'i r.1il.. lI'LPX側鹿} lß33~匝

Tab，l 周辺遺跡調査地点一覧表(1)

- 3ー

寸



、14~~12(r 3 1131日jJi.{t

遺跡No. 遺跡名 シリーズ骨骨 遺跡No. iI跡各 シリーズ番号

77 九Jより11I 1..世r+ Ul35t，持 106 1'IlI:b~じれ f.l:iI~~・

78 刈 111外hl唱を池~~; 司~~9tl 107 消rI.lt祈外岨r+

79 R 忠内ユJ.;Jlliitm-l~2 ・k:刈 w 自tl5tjl 108 i1!b，¥ 1111'，聞lirt帥

8880 2 1 
4人4tlitls申tinV骨 l切 ιl:çmlm~IJ遺跡

一
人娠中ltti1i.跡 (却1')'え1~1'r ) 110 'i:HU'I!f'l'下il1r骨

iI'I:~lh('怖 '1 .，適切・ (tf， ~次;調合)!b久'1'キ111irl r~. 明~I!)l.j， 111 

83 同11I1川川越跡 :nZ5t，品 112 水1I1f11勢/脇ilU+
一

84 illl:~If.H炉h出tvf. (t.'1 1 次1~1.. t) 月~211~， 113 .o!..!l'f前.dl~事

85 If.WIり /lêìlt跡 (~'\ I :k:湖i'il 114 11'1:.¥1判官主以mr.b.
86 向11 ￥レト >>t~+ ~3~\L 115 久J品」じ1(1(，(;世ff

一 一 一
87 鈎J1Hllhkノドii時『事 ¥1¥2911 116 久燃今岡Jjft~

一飽 UIj(人!NH+(t，('， I;大開先j 町¥25時、 117 tlfj也UIIU¥tll'U4:

899 0 
間fJiI'句tum・ 時~25Il; 118 .J:'II!j'l't'/，lm. 

市川111I1I1J:削+(部 l次胤食} 119 ぷ 1:~Wift時{第 1;火:i\'I~)

91 鱒1I1~lf IlJJ.跡 司12f>lj， 120 市1..1)11111，自I'f

992 3 
l'( 主人制i血路 {可l2次別配) 121 IIJ甲toj'j'tv+

市il'1lI1，f;llIj車跡(治P.I¥制作) 122 ，o!"IM，・Ij'H+(術l次回唱を)

94 oiII.fldx Þiqllln~* ?r.a:l¥t! 123 )11111判的ilU+

95 前11I 1 1l1l 1" 町跡{第 2次i~ ，'t) 124 .i: 1・liI，l~liI!跡{河¥2 次:~1l'è)

96 市1111* 111;11跡(向，2 ;1.;;凋1'';1 125 相ri崎た'1.;段陶・

97 • AIli'I'，h /ぼJlU+(爪'1<大;河合) 126 J l1t~ ト田r:Jtiar• 
98 t-川ト似圃J.nr井 商工1:1首1 127 jト ITl I‘I.ItIJIilìJtV~.

一
99 nlll'l'tljj峨i且附 (!'f¥5:J(側先) 128 ，，t.. Ud，ll ilU+ (F.~ 2 ，"1州自t)

100 山1:，¥t!l~iYLU・(冷 1 :た制作) 129 織111*大土MH'骨(可¥2次例。引
一101 ~耐火l"l ll i貴跡 "(I1I!~\ 130 削1111抑 i"i1H~'

102 ，It山内4i川遺跡 ((I1W. 131 Jλ'4 111 ，rm. 

1閃 山l.¥ui;il"lilU+ 132 l己~，\ ，II( M~lj由時
一一

11005 4 
l1~îl\ ノ ‘"irm(伶 2次網代} 11'1~2~ 133 Jo/，ゐllillll;t!U・

一
水IIIHノ心j車問・ (m2;J¥制作)

Tab.2 周辺遺跡閥査地点一覧袈ゆ

迎跡No. 遺跡名 問責期間 :闘ifS:手段 遺跡の時代・1立他 (特飽事項)

134 ，'，A.¥I.'1削減r+(tj¥ ~:k，例代) 19'111刊11511 lllU 側t 判;'1・(l向)

135 :1.1'J.::";tiノ脳itm・ 1O!lIFI ns J J 06 ) I 1111 日'jltl tN~ (榊)
一

136 8刈tlt.布i直V+(何D次{測M 19!1lltlll!iJI 0611 
一 一
11 J(I tJlt 弥'1 I~! ，'A' (駁i，八11.1，';など)

137 Jk.HI 1 'I~~.(ijl'l跡 ( 耳目 1;1.:1凋1r.l J !1!1I! ;rU7 1) 111(1 も，j，') 1.Lj品11.蛾4・ど).1)'111 WI~j・ど}

138 本111~ ')(τWitJ跡 191)1I(II)!III 11111 1.11(1 弥'1. ~l.i'(i再( ~リー 7)

1ぬ |J川崎川 |出巳tI!I" 己"一ーム」止 1111-拠出盟主五]
140 1 )1じ尚)1lf，U I iIl V~， un 2 :k制御川 11I911fJ'U911-1I1!1 : 11111 Ip'mω川氏(，'，1(1)
141 1 Jk.rtl 1 { J辺自宅必跡{机 l次i調，lt.川 1911州 11¥111-1011 : 11111 j '1'111 IHtt (11・1ヘ消tJ'ど)
一 一← ‘一一一-
142 1 mlll胤'1ヶ池i酬 (有lJ ;k.問先川 1!)!)t!fll)!111 lull : 1111) 制9.: (ビ d トなど}

143 水1]1 ‘ド百WiI跡(~2 :x洲 1'1:川 1!l98fJIOI) llf1 : 1110 悦.'1 I~l ，'ft {u漁1.'1'111 : (tfII) 

144 削 11 悦 '1 ヶ池j賞跡 (~ 2火i刈花)jI9!)I!(r 1011 I1 JI : 1110 制止弥'1" :.'1: (時穴式Hol.';，'1州など)

145 1 *1111 { I~ 申:i貴跡(伶詰:k.別代) 11!l9!!lllIJI : 111o 11)'111 ilil"， 'Mtt (f崎、 :1:嶋市「ど)
146 I日11'1'.池地仲間l次倒的い9911(1I1 Jl・1211 : 1110 |側主月J合ど)

一 一 一
I 147 削111'1'r lUljrm， (開¥2 ;)¥:刈削い!)!Wr1 1 JI 199911ωJ1: 11111 I山It'i'iill
I 148 I 111 I)t川1"fl跡 いω~llïlJI IU!IIl(r ()211: r 1111 I弥'1 小111 (，tjI¥.U也、 i闘など}

I 149 水 111 1L..II~.)，山 :ruwi'l~;~則的 j199f1 111211 : "11) I ~kl : (!M@ 
← 一 一一一1均5心 '制富
I 1凶51 I 刈111内'1ドJγ川油jill刊 |い19ω98(11ロ21川1 1凶99ω¥)110附〈明1川l川1: 1111川() I'~休主' 1比~ . (司峨を火JパW!か附;など)
I 152 I鴫川|ヶJ也j阻跡 {伶a:k:~11è) い!細川似)1 : 11111 制丸 :(ピ~ I/J'ど1

h石引|飢11'1芯E砿官市古百古す了 い引仰仰州州J'I州川!リM叫11叫I判:1nω叫ω州jパ1-fl泊ω州3ω川j川1 : 1日川l日lU I制似削丈-t-，1山'川 出帆偽 (仰静似.ム火川氏火.
I 154 1 i常古別11川1111川tI川l川1jj滋民z跡+ (~術将 3.次虻f例訓 i舟保ω) い999{司汁'i今0211 031) : J 110 1:効i泊~;炉‘げ'1. 1川lド'11仰11. U!品~f.治品 {ωi附.・1:鳩など)

I 155 久忠1M雌瓜跡(都2;.1¥凶丘) 11!l!)(1刊 11J -()2IJ : 11 7 1弥'1 '1'111: (純隙ケど)

I 156 久忠中tli‘温跡 11¥)!llllj川IJ 0311 : 117 い祢'1: 'tI't. (榊.1国利0・ど)
157 久忠 1]11)以J車外 119!16内UIJJ叶日JI ! 11? いitl¥ ~品 (時穴式Iti..iなど)
ー~一旦J"，I，~.'， 1:'ノト制 UIlI，k:州 |19笠IrUI)J lI:ill ー斗17一四五.，'il¥. . i'i II!:: (酬は)
JGと出ーだ酬 い9!l7irnr，)ト1)(.)J : 11 0|弥作州
160仁王瓦州酬 110¥)71] IUI : 11 ¥1 1不IVJ. (1M) 
一161 ..!..八J正11I4t跡 1!l!17'1 11) 1 119 小I~l (1，荷}

162 純日1'1' '1池j暗跡 (m!i次調脊) 19!191rO.1)J 0:' 11 . 1111 開文 :(Ii副lみかなど).-';'l'Jミー11!:4':(消)

~21 tl! 

lil35t.I.; 

1í12ti~、

一
tf，211ゆ

都2911<
一

司¥21~， 

間130U!

司\:~(J~

明¥29It.

明'27.ll~

同m~

対l27!持

明mll>
tn2¥J取
尚一

司~~7惚

市:!o!品
一

当il2~I悦
一

一11¥3Uq'， 
一可¥:II)IJI
一

‘I'Jik 12 (1 ;j) 1:1111 JlI.{， 

一~ シリーズ制

tM4銚

小川!長

1'lt3:1#i 

明3'1比

~:16比

め:l1 '~1

第:16~~

~:14~.\ 

司¥:111't 

都3sI品

時¥36小

tI'I:161.品

割、3liUl

治3511:

163 占"';，'，洲的JI'H骨 1 ¥1!I!)lIIl:)) I ， 1111 奈良-.11'/1，¥'1'111:. JI( 111 ; Il.iYA li師、 I ~. ~聴な どi 予1¥:1:1儀

ト山
容m串

164 附市r~UüfU事 I!)日911U7 JJ -081 ) 1111 余J~ : tI!I~出 (野~'..:...\:1l: 1，': ~ '!:') 

165 J ..，t:I:~ Il'.側l遺跡 (郊2次城高) 199911'0711 -09川 11.11 体tl:甲山空白.rl'lIト.近111: t'~{1i (i州 1)噛な}:')

166 J Itl:b以 /本，J't跡 199!l11'1011 11)J 1111 制tヒw泊‘'1‘'1'111: (!fI， 1.)噛イrど)

167 側Jflll/I)IJ遺跡 2UU01jt02η』日:りl 1l1J '1JIIトーil.1:lll(刈JI)~.)

議 遺跡No.134-16711、rr畏崎鳩因遺跡J筑後市文化財間貸報告.鯛23J匝 銑後市敵育~員企 1999j Tab， 1・2に縄聴されている遺跡の1也に.

発縄問輩等によって駅たに過加されたものである.

Tab.3 周辺遺跡調査地点一覧表@



Fig.l 筑後市内埋蔵文化財発掘調査地点位置図 (1/30，000)



H.凪帽引圃世

III.調査成果

1 .下北九棺nづ|泣跡

(1)はじめに (Fig，2) 

、11ia跡は筑後dJk'j: 1，'.1じ品 'j: tI!li引 ] 216 - 1外に所イ1: し、関山ì7.501 以下の沖m低地ヒに屯J也する 。 'I.~~

片である筑後地所かんd制訓査を依刺され、 rli教4きでは、ニれを受けた。ニの斜;*_j立酬や遺物を隊。J2.し
たためi砧;高を行い、地帥が咋n2された百IS分 (1.36401')について発ihti，U，'，J査を実地するよとで合立した。

，凋1f却i川は杓此.tfl三2J1 ] 11 からILi]!r. ~月 311 1 ..Èでで、ニのIHJ_ 111機による長七除去、辿榊の検/1¥、1hlll'jlJ、

完側、 η点栂J静7fを行勺た。また、点J:除1:等にN!川した引械は(イf) ~'t\ h，Hll，役、足tM全体v.iiJliJl刈作成
は(株)刺"航i下、空'1'写!'HMl揺は(イj)明'1，:1;:点企1'111に委atした。

I~M1tは小林リ)作が.ln 、11 し、 1~，'d1f.の航*、 10，\1作l又からはtltや仁摘等を検出した。

、、門口
MKプロj
ijH'V『.自

手日

，，，，
、
f
 l
 

Fig.2 

(2)検出遺構

〉膏

S005 (Fig.4) 

jj);~~ばの IILj11Wで約:~2m分を検出した北京一市11)1)J向の前でみる。，1.1.\ 尚也宇1'，上を人'~i-O，I.J とナゐ出ヒで、深

さは0.10-0.2]01をilliJるg i¥1物は倒Jぷ器(鉢 ・扱)、 l，:CrlJ ~~ (皿・ヒ釧) 、必時 (Jr) 、 tr~磁(椀)、 IL14滋

(Jn ".y，が11¥1こしているの
S008 (Fig .4) 

，vl.l1Hベの北端で検ll¥した.1じ両 市'*万向の榊でわるの 3.501分を検出したが、・"17日からlヰiJUの}J'向に数
悼のi断障を検出しており、これらは当榊の瓜跡である可能性がある。深さは0.06mで、 ヒ師緋(}'，')、 lワ

磁()'r')の起t物がi認められたり

S009 (Fig.4) 

SD08の丙|拘ーで検出した北同一ry;j.l4'[ }111'Jの出て'ある。約9.5m分を確認し、深さはO.l1rnをi則る。!昌也

-7-



下北防御')lil!跡

粘土を基調とした埋土で、 遺物は土師器 (片)が

認められた。

S013 (Fig. 4) 

調査区北東隅で検出した北東一南西方向の溝で

ある。土師器 (片)が認められた。

S015 (Fig. 4) 

調査区のほぼ中央に位置する。約30m分を検出

し、溝の平面プランは一見すると緩やかな弧を描

くように見えるものであるが、 2ヶ所にコーナー

を有した多角形状の溝とも捉え られる。埋土は黒

茶色粘土を基調とし、深きは0.06-0.16mを測る。

当構が終息している先端の方向には埋土を同ーと

する遺構があり、 当溝の痕跡である可能性が考え

られる。遺物は須恵器 (片)、土師器 (坪 ・甑 -

~ . 片) 、瓦器 (椀) 、白磁(椀) 、染付(片) 、陶

器 (片)等が出土している。

S016 (Fig .4) 

SD15中央部の北隣で検出した東西溝である。

約 8m分を検出し、深さは0.01-0.07mを測る。

須恵器(費)、土師器(小皿 ・片)、陶磁器(片)

等が出土している。

S020 (Fig.4) 

7.20m 

。

Fig.3 SKlO実測図 (1/20)

調査区の南端で検出した東西構で、 SK10、SP01・02・14の遺構が溝を切っている。当構より南側は

丘陵が落ち込んでおり、この落ち込みに対して延びる溝が 5ヶ所で確認されている。遺物は須恵器

(坪・ 蓋 ・聾)、土師器 (坪 ・甑)、黒色土器(椀)、青磁(椀)、陶器(播鉢)が出土している。

S021 (Fig. 4) 

調査区北東側で検出した南北構で約 4m分を確認し、土師器(片)を僅かに認めている。

S022 (Fig. 4) 

SD21の北側で検出した南北溝で、約 9m分を確認した。土師器(片)、丸木杭を認めている。

土墳

SK10 (Fig.3、Pla.2)

調査区の南東部でSD20を切るょっに検出した。長軸O.71m、短軸0.53m、深きO.71mを測り、底部は

ほぼ、フラ ットな状態である。埋土は黒褐色粘土を基調とし、土境内からは 4つの河原石等を認め、その

下位からは土師器 (皿・坪)が出土している。石や土器の表面には煤が付着しており、土境内での焼成

が考えられたが、土境内壁に焼成痕が残っていないこと、堆積土に炭化物等が含まれていなかったこと

から、別の場所で焼成された遺物が廃棄された可能性が考えられる。

SKll (Fig.4) 

調査区北西隅で検出した。埋土は黒褐色粘土で、深さは0.13-0.18mを測る。須恵器(片)、土師器(土

鍋 ・片)、青磁 (片)、白磁 (皿)、陶器 (片)が出土した。

(3)出土遺物

溝

S005 (Fig.5、Pla.3)

土師器

皿(1) 口径13.8cm、底径11.3cm、器高2.9cmを復原する細片である。外底は糸切りで内外面の調整は

ヨコナデである。
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1:宮針鍋f.尚?崎~ (は2) I氏i付状の円紋を1;λH汁サる卜

かけては3コナテデ，の』岬胡栴を』地血すω

S015 (Fig.5、Pla.3)

土師器

F.t，畠置引.回

胤 (3) 把下の細川・で、 刷仰との~泊部分は ql火が突 11\している 。 把子の I:IMは刷乙u、その他はナ

デのIJ~J挫である。

白磁

皿(4) I/~任5.0cm を出版し、Jii:msの制jヤでJl台uよ事IL<版11色を2すゐ。込lリlに近いH奇跡色の甲山を地し、
外出は布Jtを円IJ リ取 っている 。 4民間分~!VIII~aか。

5020 (Fig.5、 Pla.3)

須恵器

l.f (5) I I伶14.2cm、成fHO.()側、時J¥'ljl.5cmを削除する。外j花はへラケズリ、外而はヨコ 1ーデ、内而

'j;ナデの後3コナデの訓轄をblliす。色IJ，'，jはH百円以色で、!IfiLは微砂軌を少111合む'0
椀 (6) JiGlISの舵)'1・で、山f;何9.0('川をiltllる。内政は;，}...1ナデの後ナデ、 外JJx'I;t~ij転へラ 切り、体苦IS~
ひ~t~t;の内外1M 1よヨコナデのIJ~J披を地 J-0 色IJ，~Iよ IITh'J}火色で、胎 r. I .t微砂軌を少iIi含む。

土師器

J(-(7) I:I~も13.0rm、 J..:~r~8.2cm、総，(Ij~ .Ocnlを1MJJ;tサ・る。 1"1外I耐のふ1棋は押し<J山花していゐため小Iりl

である。

椀 (8・9) 81よ，\':iiìf1S:10.0cm を似叫( -f る 制J'.で、 rJ，~将はff~~ßのため小lリ l でめる。 9I.k 1 1 ~玉 15 ， 2r01 を f足以
し、外向は1"1'1ばへラ切りである その他的1州事liJ拘比のため不lりjで、 I114: lls付近に棋が千J-t'1していゐ。
胤 (10) 拙 Fの制)'1で、制部との抜消印分の'1'9，とが突11¥している.ん的lは介デ訓蝦て'める。

黒色土器

椀 (11) 内1Mが捕されたいわゆるA矧で、|州市はf，Ytかγ ぇガキが行取されるが、情H;が円し<d，'J蝦は
イ，IUJであるの

越州撫系膏磁

倒(12) ~Iftiに地制しているむので、 I'."!iti)惨状は蛇ノ IH'/Ij勺である I¥'Jjfiの{'1付出ISには 4ゥJリIj-のJJfi1. 

11跡がめり、製作内初は 5ヶ所あったものと思われる。 If.'Jfi 1~は5.4cm を illiJ る。森問分制 1 l' a， 

土壌

5K10 (Fig.5・6、Pla.4)

土師器

IIIL (13) n 作15.0C01、山内 1 1. 6側、船内1 .6rm を f~});( ~ゐ 。 外此は 1"1転ヘラ 凶りで、他のI"J外 l(lÎはヨ

コナデて'わるの内 lfiiの一部に小刷物ドよる引 っかき 到達が列リ、 n付書IS内 1(11 では煤がTi~ <、 外l(rÎは~t-/J{Jfl. 

〈付消していゐ。

J{-(14) 口出12.8c01、 JiH予~6.:k白人日:}，ffJ3.3cm を illiJ る ， 外Ji{は 1111松へラ 切り、他の内外1耐は 3 コナデで

ある。

石製品

f;イI? (28・29) 28 ・ 291よ安山引をイl材とする。 281よJ~I耐の'11*古ISには般的?が残り、その}，';Jりには

l日l而が.m以される。史的iにはみI(IIとI"J憾に敬ヶ所の敵抗?が伐り、そのI，IJりはl軒両が行取されるo 29は
}<I而めはは11 1 9，と古1)に融痕?カザ~ 1)、そのI.'J凶のl師1"は聞かに照的iが行取される。以ょに、部〈慨が付消し

ている。

SKll (Fig.5、PlaA)

土師器

ヒ鍋 (15) 1 1 枇部が Ii.U~)\ を い したヒ鍋である。 I)~ 1而は柚 )J I句の最mかい~1:tJLU 、 nt;j;日IS外lfiili ヨコナ

デ、体古ISはFデの訓轄を地す。

鍋 (16) I I 紙百1)の剰IIJ'ìで、 " *求書ßは~I I純である.内Ifriの品帯は不明であるが、rl*，次郎から体制lにか

- 11ー
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Fig.5 下北島櫛引遺跡出土遺物実測図① (1/3)

けてはヨコナデで、休部は後に刷.[;1:1を施している。

白磁

1m (17) 庇任6.2cmを復胤する JJ~msの制l片である。 令1(lìに乳 1' 1 色の病Ii を組i しているが、外I/~の・部ι

は施~Ih されていない部分がある。 品川分Jlfl以ー 1 . aか。

SK17 (Fig.5、Pla.4)

瓦器

椀 (18) 底t~~の制 )'t で、 111j内向は6.0cm を保原する。 {何百ド位はへラケズ リ、 ，\'Gtìxl.ぴI¥'/j台ÎJはヨコ

ナデのJ司轄を凪iす。
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l'lt偽・oJI.l.

ピット

SP02 (Fig. 5) 

土師器

椀(19) 山内径は9.4C'mを出原する.1作粍のためiO.'.l税はわかりにくいが、内山はヨコナデと思われる。

SP14 (Fig.5) 

土師器

台付IIll(20) I I 任14.0C01 を従j以する。 j軒托のためjJ~整不ly J.

須恵器

説 (21) イ本部の*III)J，'で、外Ifli1.:.は平行1111き後..¥lllJ毛n、内聞はIlIj心11]叩きを地す。
褒採 (Fig.5、Pla.5)

須恵器

蛍 (22・23) 22はほ部の納1)'， 'で、ほ任9 .4cm を 1QJJj(する 。 細川のためI~"I戦がわかりにくいが、内l師は

ヨコナデ、体古11は仁共によるナデ、休部門古.はへラケズリ、外出は!nl帳へラ凶リと，目、われる。23は体首!S

の*III)~ で、外I([ÎはJ I'格 (. IIIJ さ彼ヨコナデ、内1Mはヨコナデを陥す。

斑 (24・25) 241.t外而に格子rlll き後、l.qj"口Jl~、内 1mに liiJ心川 IIP さを地す。 25は外而に 11:駒子 1111 ~、

|勾凶l に・Il~fllllさを地サ¥

土師器

倒i(26) )i~ ffllの制)'，で、 1¥'fJfi t~9 .Ocrnを復JJi(する。 片:し <[f~ ，陀しているため，J，'J樫は不Iリl であるが、 ifli

h外l(IIはココナデ訓棋と思われる。

白磁

IIlL (27) I I任9.6crn、刊行内4.6cm、時，¥52.()cmをiJlllるはは完形1111て・ある。内rilI&ぴ体11IS外17ri[:1ù:まで~7L

j灰色の治hを地し、 l付j戊 t~込みは蛇ノ日状に糊を慌さ取る。 体nß外I(U ドイセl立ぴIllìf'ìff[S分は路nfìで、体持1I内

17riには 1条の沈綿が地されゐ。.tttm分史""'如伺
(4)小結

r'J，'，11慢の舶来、訓1fl天内は押し<I~IJ 、ドを受・けていたものの、ÌJ"~ 9条、 1'.桃 3)，~~;のi則的ペ:.l11¥ LAJ:物をw
dできたことはJ北米であソた。以ドlよ、僻泌されたi立榊や遺物におL、て、特にn:けされることについて
記し、£とめとしたいの

遺構について

検11¥されたj立棉め'11でr1:目されるのは訓告15くのはほ'1'火msで線やかな弧を描くよ 7に検11¥されたSDl5
であゐ。

*叫に人るliiJに、 iv，Hf.Ij'に起、こったエピソー ドを交えて、少し掛りi弘ってみることにする。
制作も終t~を迎えた則的情'I ' :lI山:蹴iiち11キのよとでわる。 情'1'から映し 11\ されているそニ ターを使っ て

出彬のア ン クソレを峨越していると、 ì~，\l1!t1，(:北側で阿rfif.ずる化;iz川を扶-んだ対仰にわたる場r9"rで、 SD15を
反転させたかのようには阿されている 1:地を附却した。この状汎をIJ'しているのがFig.7、Pla.lであるが、

iikl;?のIÛ'~売では日綿の，Ùíさに限界がある ι とで悶リの状況 (特に地Jr:~的なもの)に気付かないと忠われ

るω 品作、均l時、世片はよめ状況に深<!品l肋しにのを1'J;えている。
，~.'.l慌におけるりn:4制怯はほ跡ペ、j削，y/の立地・ j惨状などを存観的に記斜できる こ とで、.IJL{J: も使JIl され

がiけられている。ill'.却な 、ニとは論ß1~的に展IJAできるポイン卜を伴ていなければならないところであり、
とりわけ~rl'写山の場介は日制が向くなる分、遺跡の全体伶や川辺地j隠1干の状1比が捉えやすく、?去の検

，ri等の資料としても i!ìmできるのであるω 今|凶 l:t、偶然にも宝~Il'1]'， !'.r.倣むu与に発比されたことにあるが、

「34蝕保存のための訓住JというJJit点にた 勺た訓伝法をめざすためにも、できるだけ多くの資料を叫すと
ともに忠尖に報告しておきたいと ころである。

4:姐に入るが、 ιうした状汎から、|同;!li性の向いSDI5と北京川について触れる。

先ず、検11¥されたSD15はかなりの，'jリ平を受けている状況で、協の出跡をf'Y(かに認めたにj品Fなし、旬、]1.

l町プラ ンは、 ーμ緩やかな~を柿くようにも見えるが、 2 ヶ所にヨーナーを有した多角形状の出のよう

-14 -



トa・・11，11111

にもィ~l&される。 9 - 1 7C代のj!J:物がil~入して /H Iこして ì; り、 何れ b 関心しがたい小1'.に加え、微 latて・あ

っ たため、惜のイ'l~Jtから ~LI\& め.ìßH'，:に預るlI!j.J切については l1Jl らかでない 1

次に、化宗:)11は、矢部川.JI~~lý川の介1~t，III.( 下流的地点にrLJî 11年代初J~J (年代イ丸町)に偽造された北京

憎から取水する人1:川川 (I筑後rli此一部1巻j参照)で、分流成いは乱i1iE状態にな 〉た門然M川を強制t
してJ凡(1:の化;;i川が弔j込された日f能性が巧えられあ

ょニで、制ftを今 度振り込ってみる土とにする。、11j立跡は地na的にみると、悦やかな微11，..1地が枇〈
l十J刺凶|に{訂正 J る 。 iJ日夜 I>( ，H端1~1)は I千械の仇ら込みが始まり、lJ!ド ItJへ広がるものと .1]えられる。この

こと から、化~;~JIIがZEJEさiLゐ以前は、ょの7'3t，込みに対してn然何川がI/yvkしていた、二とが与えられ
る . しかし 、 枇有の北京川はrJUf. IX:北端を ~lj l~Eしていることから、 何らかの地山に上 って人 J (I(jにルー

トが宮坂さiLていることになる。j礼段附ではその.rl!山をj[l&する ζ とはできないか、相当折は検111され

たSDl5と何らかの附係が;， )たのではないかと ~rえる。

さて、化;ji川を挑んだ対lPにおし、て、 5D15に純くと巧えられる1i()hJされたり也についてはLOCに触れた

とよろであるが、ニニで5D15が花沢川判l?にはえるlメ:lllljされた り也とluH本であ )t.ことをliiJ慌に、れ1"'1 
行の，U， ~~を述べてみたい。

SD15にIXWIJり苫れたよ地は多角形状に|ズWIJりされたむので、ポ1(111'ランからもその村民社がは受けら

れる.州念ながら:u!物て干のi1'H，Ytl土!itF，a.されておらず、その 1-.地がどのように利JlJされていf'のかはわか

らないか、敢えてその i:地を 2分ずるよ 7に人11M川 (化;;リI1)が惜込されたよとドなる こJLI士、そ
の り血 (拍j，:生可)をm釧4る守の11的でl.).t主|的に判川のル1 トを変』どしたというよとが与えられ、叫に

それを央付けるかのよっに、.LJL{I'のイιj;川lよζのJ島J苛からすぐさJ.ltJI/I.j)ili'Jへルートを変えているので

ある。めくまで抑制の出であるが、 n然科I川が(Jイt:していたにむ!則わらr、敢えて刈)11ルー トの変弘!と
いう般しい状況をj1gんだ.f11t111は、初出ならめて'あゐと感じるのであるの

遺物について

.吋I竹1j瓜t且i刷跡iilJか、らl山11'サ1:したi辿t担立r
=系粍"山'1l磁微倒iを.a.、めている.合わせて、 /11'1:した輸入陶磁32は1'1磁(1批)、出品t潟系1')磁 (椀)、 I"J'li;$:~系 I'f

磁(倒)、 l例代決什(椀)で、[I，IT去の搬入品 でゐる倒的地 (刻) も，i2めている。

ニ iしょで、~州閥系1'f磁の:1\ 1 :例は、祇~ß庇ni'!や人甲府跡といった附跡地'i作に多 < 111 にしているのが知

られてむり、 /11しした辿跡iよ、 1...仰やそれに付属する地，l止めlザ能性事ヵ・42えられているところが多い。
また、刑判M らあるれl主限定されているかのようで、 )l~i丘では公私幻坊のイf{( lt tl1摘されている。ニの

ことから、地州却系)'f峨が11¥上したことによリ、‘円泣跡の特民性がザえられるところである。

まとめ

先利からil二日しているSD151.l、イnIかを取り巻くかのように検出された消で、、ニの状況からザえられる
のはイi)J将の11';右下がfr(にする 1:地を外品川ゐ涼ないしは|宅l州地でゐョたと忠われる。桃内部1:あたる
I足Illtjされた地所からは F休部 (ill物跡予の地11を)らしojiU，Yiを柿iltして1;らず、特定はできないa しか
し、ょのような 1X: II"ìWl'I立、よれ上で民自なJ)J 川地跡や品川外hl~lk遺跡で b 他行されており、北臥": 1則 iliす

るiii:i'~，として?仁川主れるであろう 。 (この他~'i菜採坊jfi跡、JI:111阿"， ~'t iïi:跡、行来ぷ:~長j血跡からも|山手の

泌が検:11されている。)

先制訓:査によって、 徐々にではあるが‘"1tlAJ叫におけゐ資料が都輸されつつあるので、~~追跡の成"*は

n.11される資料eして粁11111-(".ぷる ものと与えるの

- 15ー
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Fig.7 下北島櫛引遺跡周辺図 (1/1，100)

下北島櫛引遺跡遠景(空中写
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(2)検出遺構
掘立柱建物

15825 (ドig.9、Pla.7)

"，mli，帆唖14111¥1乱調荷}

2 . ノド川山伏泣跡(第 1 次訴~1t)

Fig.8 水田山伏遺跡胴査地点位置図 (1/2，500)

北1H1I，J山'正慌のははIjl~たで被/1\ された，検11\ した付火IJ1>1-6であるが、他物はもJ.!:にIH)jlIIJへ.qJliぴるら

のと忠われゐe ょた、 P3-4f1lJはカグノンが仰・4されており、社穴が削減しているIIJ能性がある。Pl-2

1111は1.25m、P2 3111JはO.95m、P4 51111 は1.17m、P5 61111は1.15mで、 ItJ北iWhのJJ{II.IJ: N -5 -W 
である。 j立物IJ.P2・3・4・6から抗生 しおを必めている，

周溝状遺構

15X35 (Fig.9) 
北1111品作|ぷの IJl.j~i，白で桃山した。 P-j JI3~.\ を ' 1 1 t る )i，l lIJ'W~泣柿で、 jfi桃は押し< I判、IlやズI:クランを'受けて

いる，JI[I 1:はよu茶色 l二を J同，~とし、外内2.80 m前徒、内f引 .65 mIjiJ1去、深さ0.09-0.17mを削る。弥生

1:時 (現・ J".)カt111.l二していあ。

潤

15D10 (Fig .10・11)

北1111i抑制メ.のはほqt央から検山 した l判北f~~で明る。 6.3 m分を時E思し、 1:lþùW.25-0.32 m、ド幅0.16m

- 17-
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Fig.9 15825・15X35実測図(1/40)
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-!<川111仏嶋崎''111，'欄均}

liI付金、深さo.15m Ilif後を測る。151'36・49に切られ、 nlIニ遺物は皆無であったu
15020 (ドig.10・11)

北1tlij1制作 Il互のやや 114 よ り で検11\ した lti-Iじ消で、 lSB~5 (Pl-3)、ISP29・3.L・52に切られるの4.7m

分を僻dし、 |汁111W.31-0.37m、 ドltl+iO.2，1 -0 . :33 rn 、深さ O .08- 0 . 15 rn を測る。 j立物は!応住ト.時 ( I!'~

J{ . n-)が.'1¥1:した。

15021 (Fig.l0) 

」じ倒1J.~，'J 1t 1メ:IJLi fU~ で倹1'11 した ItJ.1じ il'IJで、 3.45 m分を昨i!2.した ， 1沖11¥0.29-0.55 rn、 ドITlllO.!l3-0.47 m、

深さo.07m Jjin去をIIllJ1)， '"火:の榔庇には深さo. 10CIIl{'，'.Jftの向みをJ，iする。，'IIJ二出物は悦;/1:L:. ~長(現 ・ )J，') 

を認めていゐ。

15022 (Fig .10) 

lSD21の!川隣で検1]¥した。約 2m分をf，O'i出し、 '1t~に fJ クランを受けている

弥生1:~i;: (斑 ・片)、 181磁(片)カqlLl:した。

15023 (Fi符.10)

1 お02~の l刈|将。で1 . 95 m 分を検出 した o lSP471ニ切られ、!持、'L仁社長 (3h-路
Ti . l'i )がH¥.Lした。

15024 (Fi以.10・1J)

1 日X35d)点隣て"~):1.5 1ll 分を検/1\ した。 U'J.J/~'1:I"I，JI，が昨し〈、泣物は体作'.1二

時 (21 ・~，.ljJ (， .路子;・ 弘治1・)'，)カ(11¥ 1:した。
15045 (F'ig.l0) 

1'41111J訓伐rxのはほIj l ~とで検.'1\ したJ4.t. IJLj j品 である 。 が~2. 1 m分を~m;却し、 IÞMO . 4

m liij後、深さ0.06n1 IjíH去を ìWJ る 。 f，...~)J'í:.ははばフラ ッ トで‘あるが、 行1stよ狭小に

な ョている。ill物l.t幼;'I~ 1:締(J'， )、 aJ'I)!~ ~:十 (，!~)均、 1 1\ r.しに白
15050 (Fig. 1 0) 

I'H1Wh町村正lメ:のはぽrl';とから検/1\ した j長い HI~である。 l去さは2.7 m分を(lW ，i. し、

i也物は '}~;It l:a:T (艶)が，'1¥t-，している。

15055 (Fig， 1 0) 

15050の~~~~てサミさ 1 . 4m分を検/1¥したItJ北村'11で、 北MriJiJtEl1から検111して
いる1SDIOに燃がゐ出と与えられみo /1¥ 1ニi.ll物はない。

土壌

15K04 (Fi~. 12) 

北1rw制作|メ:のよU1WJで検11¥した附)LJ1)IJI ~状の l二峨で与ある u 氏側IO.87rn、1，¥1.'1'111

lSK04 
760m 

一

7.S0m 7.60m 
I~Kn， 

I;'U I!!帖胃1

~ .鳳晶f'!!.¥'

:1 ，.皿畢也・111
・ m晶f~1i1 1
同崎」鳳~i'\tI.1

れ1.1，凪隼色帖 I 1蝿也I~I C '~L 作(，1

7 I~""色'i!' ; 1.色fllゆ H :tll!

"鍋凪1H'111，1.，.也前川 f.'tV.'"J {f量+1.骨υ}
Q I‘(':帖 I，"q島{f'，tht .J'ψL禽r，.

。 2 m 

Fig . 12 15K04・15X6Q実測図 (1/40)
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1)盟事色1111
ー . /11.晶I'!!，~I (1島色川』をψL骨川

ト b・
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d d 
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8 8 

". ". 
l 陶l凪"，~，1

2 1111¥・島恒11.前l
lj.t引島色11，冒"耐性!1ft骨111
4冊 。'.1体色帖冒1

5 剛鹿島~.II， 1l 1 1前~~lI， l l:‘ 4 肯 'JI

。 1 m 

Fig.ll 溝土層断面

実測図 (1/40)



..111山iλ.跡 1111卜A園舎j

ている。

O.56m、深さO.37mをifliJり、 |二峨内*側にテラスを'止する。 i立物は問、IJτ 上船(到 ・ ~:f í勺 ・ n") が山よし

落とし穴状遺構

15X60 (Fig .12) 

」じ制IJ訓告以の市*隅で検IIJ した民)J}例えのi立川である"民l~h 1. 16m、的'.!IldIO.64111、深さり.6:~ 111をilllJ1) ， 

底部に 2í'(の小穴を組める。小穴の深さは lOcml~il後を ð!IJ 1)、山 l二遺物は押艇であった。

(3)出土遺物

掘立柱建物

1S825 (P6) (ドi~.13)

弥生土器

現 (1) )l'f径9.0('mを但!瓜する応部の細川・でふる。外1(Ij!;!.3コナ

デ、い1r(11及び外庇はナデ』捌鰐を地す。

;鴇

15023 (Fig.14、Pla.7)

弥生土器

捜 (2・3) 2は"*'次郎副11)'1で、断rOlが鋤先状め11紋却を 1止十る。

~'J:印有ISの納1)'，で、 J/H日 .3cm を制限する。 J/~'fflS1よ強i <絞られた〈

びれ怖から|ハJの'{:状に聞き、外底部はいわゆる r1:げj血Jを
tIiすゐ。

時計 (4) 庇伊~7.6cmをillリる破)'，で、調鴨は内而iがナデ、外l而lよ

へラケズリである。

15024 (Fig. 16、Pla.7・H)

弥生土器

鉢 (5-7) 5は11 11S:20 . 4 cm、 JJ抗告lO.Ocm、時I\'~J 1. 7cIIIを復JJj(す

るl岐g.で、体行IS外l師は櫛)jII'Jの l:lLによるミグキ、体部内I(IIはナ
デで、 11材部内外1Mは剥離しているためIØ~鴨不明である。 6はほ筏

J 
。 10cm 

Fig. 13 15825 (P6)出土土器

実測図(1/3)

10cm 

。

J O.Ocmを f~瓜し、体古IS外 r(Jiは航 )JlílJ~ 仁n.による ミガキ、体部内 FIg，14 1S023出土土器実測図 (1/3)
l(Jiはナデの;qrJ幣を地す。 71よJ/H壱5.0001を彼JJ;(し、調彬lよl野中Cのためボnn。
現 (8-13) 8-10は11紙百IS断1mが鋤先状のn融持ISをall-ずる破片・てヘ 8は111モ22.0clIl、 9は11 (予26.0('01、
10li 11何30.0('m を御)J~lずる 。 II . 121よJJ¥: t'iIS (7)破)'1"で、姐l<絞られたtifff1Sに r1-.1 n屯Jの外山首1)を込L、
RμJrH査は5.00mをiJIIJる。13は〈ぴums径22.0cmを従)j;(する。 11紙日ISの出MlfISJえぴ内外l自iはヨコナデで、

体mSIAJ外1(11は検)JlIIJのE共によるミガキを地す。

引 (14) 1 1材育日の剣11)'，-で断而が鋤形状を21し、 11怪27.0('mを似似する。

ll.-1町、 (15) 、|土球j陪を日した科部の制n-て.， 111で22.0cmを似臥する。11紋mS内外I([j1ょっコナデ、休部外
I市は峨Hltljのへラミガキ、体部内 r(1Ìはナテ'め ÎD;~~そを施す。

蝉桁 (16) 1 1径37.0cmを御});(~tる 1 1紬行目的措ITIJ'1"で、11 ~，*1f;fS 1木j外ïlri 'よヨコナデであるn

時計 (17) 庇径9.0仰を似)J;(し、外而I.tへラケズリ、内的i及び外庇I;J.ナデの訓鴨を地す。

lS050 (Fig. 16、Pla.8)

弥生土器

r 1制 1)断問先状叫川1)'1-で j自主ものため訓暫川 守 二泊!(18) 

である。

土墳

15K04 (Fig .15) 

弥生土器

ロアー
百
四
四
四
四
四
四
団
四

m

m

n

u

 

円
相

F

、d'

現(19) n *.*fflS断1(11が鋤先状を下した釧)'jで、防純のため州経は不明。 Fig.15 lSK04出土土器
実測図(1/3)
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Fig .16 lSD24・50出土土器実測図 (1/3)



"'"山仏竃，.(m'lt;圃，..，

時計 (20) n~ffiSめ細川・で、 出p/.，土O.55cllIli別表で忌ある。rl*斜/Mt11sIよヨコナデ、|人'JI而LUuljsII ?、外市i

は J別手イ~Iリl である 時

ピット

lSP02 (Fig.17) 

弥生土器

時fi(2]) Jli:1HSの制)~で、ほ筏1()， ()t'lllを彼fJit十る。外WIはM;ljßFI 、 I)~I而はヨコナデの凋幣を施す。

lSP09 (Fig .17) 

弥生土器

控 (22) 1"1松市)1析而が側先状を 51 した制11)" で、 liりEのためi~，'，1悼lよ不IVIである。

lSP27 (Fi符.17)

弥生土器

時ri (2:~ ) 同時~の細川で、外げIÎ '-"t.ナデ、内 1mはヨコナデの，~:，J明書を地す。

lSP52 (1才ig.17) 

弥生土器

秘 (24) 1 1枇削除Ir1Mが釧j先状を lIiー した制]1，で、 li~托のため，D.IJ帖lユボIVJ であるe

袈探 (Fi~.17、 Pla .8)

弥生土器

筑 (25-29) 25-28は11~，~n'fl)断 1Mが~JVJ先状を Eli した創1I 1J，・で、 29は外11r.;rlsが怖かに開む)J'fmsの細川 で

あみ 271i~Mに 4- る "I能性もある。

"'1 ( (30) 1 H-* f~ISの剣11) '，'で附ir古iIJr~'助形状を lけする。

白磁

似i(31) ，':fJtimS停:4.7，'mをmリ1)、機1'1色の事hを外l耐えぴ体邸内Irriの U¥i:に地し、比込み昨15はほ)Jfiであ

る 。 位十j'1~ISにはイゆがイ・j "，'1'1し、慨も十J.杓してる。

28 
¥留:

Fig .17 ピット、表採出土土器実測図 (1/3)

(4)小結

限定された狭小の ，J1HH'(設Æにし関わらず、弥，生仰þ，削ミ引11時1，'時、与?代 q川1サj~別l を l中|ドl心とした品州t!立t村村1ド:.&_剖拙ß物 l川4州，~弘4ι、)，川'J山品'iJ引iJ7/1 

j嶋弘ふ、 j削向9条、 I:~瓜 I 1，皇、部とし穴状;n仙 1JI~、 ピット可:が楠11¥されたことはl点以て"あった

10Qm 
a 

i~!.j舟 I;{からはみl:穴と占'えられるピ ッ トが多数仰:必されたが、伐念ながら制1U911ペ:~ill物に自己される朴穴と

は断定て合ず、臨utできたihl¥i'iJJ;処物(lSB25)は聞かに l械のみであ勺た。しかし、検11¥されたピ γ ト
が叫物に lï~ う n火である lザ能性Ii ~':i <、胤松ももどに広がるむのとザえられるの ISB25からは怖かに体'-1.:.

1'， ~:f (班) 1点が山 1-，している，決め Fに欠けゐが!泊i'1:'11' J則的bのでAうろう"
訓告|メ:~じ阿部でははば円形状を 1けする I.'j情状i立~'，Y/. 1 )，~がイ"1出直された。法 l川よ外作2 ， 80 m tliJ後、|人Jt壬

1.65 m Ijif後をiltlJるもので、 dillすから検，'1¥されているj訓ル状泣帆めqlでは小叩となる。

;~IJ査|正北見~ fflSからは部とし穴;IJd立制'1 1)1;を時話した。 jUHI~はJ.li.而プランが民 )j)惨状を 314 し、ほtflsqI火:

- 2.1ー



$1'山"，，111(fII'lIt闘員

に2火のピ・ソ トを4めるもので、 iilt，Viのタイプは市内から(ln・2Zされてし・る"，で恥む多いむのであゐ
!J.!に 9条の叫が検111されたが、その性栴は不Ilf)である。出物をみるとlSD24か，'}~"，的に 11¥ 1:してお

り、州政式|二郎、 1，1.\娃式 I'_~;}の系統を汗むむのて~わる《 ニの II.~;JUJの;n物1.1、、"，jli湖、イナ近で訓併された
|水川杉ノ)l;追跡」からも11¥1:している.JjJ.イl 幣.f11!ι" て'あるのて叶哨IIt;.' ニとは，idj企て?ないか、 ~~J:'I川'却]

を'1'心と Lt. I二桃や1品が伺・4されているc 、11j且跡との!地1*については，J.'J作成以とともに明らかにされる
ニとであろ i~ 

- 25ー



"'11111111.咽附 f凪，::、胴.，

3.ノド間山伏追跡、(第2次調査)

(1)はじめに (Fig.8) 
当遺跡は筑後rljk~Ì:JKITI'j:切に現在の筑後"ド下校敷地内にr9Í'，(J: し、間tG9 m位の~r~l楠iJÍ<地 ιに立地

するn 浄化441 ，1Z ii'fに f'l~ う党掘調伐として平成 6 年 7 月 29 11 から hjJ年 8 月 1 Uに44m奮を実地した‘ 、二のrll)、
1ft機による点土苛:の除よ、江i仰の検111 、 ~hijf'JIJ、実制、 'IJμ搬l~~専を行い、市機は(イj)制品位，位、 '~ qJ
'Jj. f!.搬jj~は(イj)明 II' T;'üi'P:ji!ljに萄，;~、 ~J~H年ーはノ.ldt!.ヲ~f.患が~H吋 し、坂本l吹チ(羽 -楠町教委)の|品 )J

をwた。
なお、今1111織作する遮跡名は吋市が保川している「大下名 1小字名Jとー放しないが、訓奇吋H与の泊

跡1'， を掠川 している。また、 i立榊砕 り-は ，~，~11:次教のm械を避けるために rSJのTiirに次数酔ひを与えた。
(2)検出遺構

聾棺

2STl (Fig.18. Pla.9) 
I~H'f. r~の北岡附から検出 したの 嶋峨'J粕 11)形状を官し、阿世mは I'JIJ干されている。 民地j底 l凶に 1111，り付い

たように I:~~&び下視の . fflSが~m・認された。

-満

2SD3 (Fig. 20) 
i問先lζの '1 1 央部で検11\ した It~ .1じu，~で、 2SD4を切る ø 3. :~!) m介を.Jin:l&し、深さは0.04-0.06mとi見い。
;11物iよ崎、生ヒ時(親)カ(/11:1:している。

2SD4 (Fig. ~O) 
~;~1t 1ベの "， ~ìTISで、 2SD3に凶られるように検11\ した I~ï .lt7l'，~である 。 ~L22 m分を雌t也し、深さはO .()4 m 

とi足いω11¥L: j世物'i~泊，Ik 1: ~:}υけが認められた。

土塙

2SK2 (Fig. 20) 
，J，'，l.1i.1メ:の北IJ4附で検111したよ捕で、 2STlを凶るように飾品された。深さはo. 11 -0 . 2:~ mをiJIIJり、 l:峨

IJ~nISは J/tj制1)がれ !二深くな司ていゐ 。 j立物は:品、1:. 1:山 (大規)が111:ヒしている。

2SK5 (Fig. 20) 
I)IJ-!+EI.，.::の*11111で検11¥した杓川j形状め七捕で、民;11011.16m、?ill~ilhO . 69 m、探さ0.09mをallJる。 H¥ -t-.i昔物
は+lf11帳であ >1.ニ。

1 '" 

9.00 m 

。

Fig.18 2ST1翼測図 (1/20)

-26-



勺
。 1Ocm

Fig.19 土摘出土土器実測図 (1/3・1/6)

- 27ー
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+<，岡山!l"ft"‘前 ~l"・^'

(3)出土遺物

聾棺喜

2S了1(Fig.19、Pla.10) 

弥生土器

卜J!~ (1) 11 任72.0cmを保出し、出l引よ1.()-1.1C'1IIをi!IJJるn ，珂鴨は 11触ì~IS内外IfIiがヨコナテ、体fflS I付 1(Ii

r.tナデ、体部外1Mはず1.め);lilJのナデを地すa 柿Ilf.lttlイ1'.のK11 cに1'11'I'I -~ るものと号えられゐ。
|、諜 (2) 1 1 f~76. O('n1を似f);I.し、指げは(UI-l.2emをiUiJる。体育1$11'付:よりやや|、が勺た問所1":断I((]が合

j惨状を日した ll.'iH突':I~; を 1 :条地している.I必!税はI1*次郎内外l(rI&び11.1，付突叩:がココナデ、体制内外1mは

不定)jrii)のFデを地す匂橋I1制Id年のK11 cに刷、1'1~-ゐ b のと 4rえられゐ。

土壌

2SK2 (Fig.19) 

弥生土器

~!~ (::l・4) ~:l 11 Ilf'A28.0cmを制JJ;(する制)'1で、 |人l外1Mはヨコナデ，u.¥l:械である， 4は11付帯1)の制)'iである。

。 4 m 

/一寸

も)
β 

Fig.20 水田山伏遺跡 (第2次翻査)遺構全体実測図(1/80)

(4)小結

‘11i立跡のJ.'J;阜市ISでは、はt品戦11m"1rにfl'うヲ叫1¥訓1Ei>')..f拙されてねり、そのj北*からは川直跡を~むI.'J

)UfflS -':17には助、そ1:.1~i1 \:" I -後期の;n跡が多〈分布していたことがわかってきている。 .:.nに IJnえ、今111 1

の- J坐のThihr¥ 1~ld ftによ 2て刊誌却lのitlWiや辿物争相n'必することができたことは此!↓とであった。
さて、 t郁(';]次l品訓3官羽，'41升t付カか、らは弥生H、
、平|ドEにi比じ定さJ札Lる型艶E引俳凶4申相打村t守f哨"f~.~ 1 J法左がイ町昨r惟rl必dされた. 1・2次，d，l，Ji'f.の成染から、 九法則における集部と叫J也いつい
ての|則辿がれになるところであるが、これについては、、1'1di数行委u会のIk比がI，'J辺の1J，11'f. 'J ¥-WU/.I、ら「叫
城と 1長部の関係について|の山11!t1.を111命しているところであるn J:札i宝附では~(l:~片山概ねこの考えを:flll併す

るとよろであるが資料不足の感ら内めず、今後の品位iである。
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4. 長浜鈴追跡(第 l 次I~司令:)

(1)はじめに (Fig.21) 

吋in跡l士筑後dJ大字比浜'下位'"所ιし、出111i約18m作の1!t付段仕上に屯J也する
1.dJ~コミェーアィーパ ク fh，ill: ' j tj長にI'l'う克剃.J~1tで、抗lirJljの^U~浄化柵ぷ;1，'{11$分を実地した，問責

I(IIMは5::lm'、，ぷ，Jff.JVJ間は杓必6f下(j) J 2 11か1"I，;J <'1' 7 } J 1511よでで、ニの1m、市側による永!こ可?の除去、
jtl仙の般n¥、制I'JU、実側、'り:l'J.I1IH~で?を行 ョた" ìf(機は (イj)畑山住HQ:に長品し、 1~I'，J 1f.は小林凶作が.11l

、"1した

なお、吋ili湖、の党1~~ ;~\l .ff. 'j.開放の日よf1f.を行可ており、各地跡の;rU'Yf併り-のm院を此けるために rSIの

Fig.21 長浜鐙遺跡鯛査地点位置図(1/2，500)
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(2)検出遺構
満

1S01 (付制①)

J，¥j1J; Iヌ，の*111リで検1'1¥した尚北fillてに約4.4m分を侃d‘した。ITlrlO. 45 m ，]11徒、深さ

O.05m tiiけをとj見〈、 IIU:l立物はW~慌て・あった。

lS02 (付凶①)

lSDlとはほ、lrdrにはしる桝で、 lSD3を切る が:J4.7m分を11ft:.出し、深さは0.1m1jIj 

維と 7~~' " m物は r_nm持(J¥・)、染付()¥ )がH¥ヒした。
1S03 (什凶①)

lSD2に凶られるように検出L、約4.8m分を有0・，iした。深さは0.15nl，jiH去を測るn

/I-Il:ill物はない‘

1S04 (付|刈①)

tJ，'~住|えの '1' 火ーで(11[;躍した。 lSD5に幣がるものと )Jえ J')i l、深さは0.05m iiiJ後をilllJ

る。/1¥ 1:辿物はない。

lS05 (付凶①)

UlJの 1+打，'(~はカ クランを受けており、深さは().04 rn ，jij後をilllJゐω 約2.7m分を町越し
たが、 i立物はIJLl:していないe

1S06 (付以l(l))
iV，¥J 1'f I~ Ilq 1UIlで検出し た市北出で、 ，fI'.)4.9 m分を揃;必した"ITMO. 53 m l)iJ 後、深さ0.10

tn liIJ f，去をal'Jり、 1111 -.1立4勿は十円It~であった。

1SD7 (付凶①)

tV，'，J f主 I，.{の l刈1l1U で検1 1 \ した ，ti北村1~てヘ約a.7 m分を揃・必した。 仙の It，.げ~ISはカタフンに作い、深さは0.3

-O，6ml附去をiJll凶。/1¥ I-:.Qt物はない。

(3)出土遺物

111民間膚時 t剛 U~制作

T

mぃ含
o 5 cm 
-ーー面画画面白d

Fig.22 

衷採出土遺物

実測図 (1/3)

褒採 (Fig.22、Pla.]]) 
白磁

椀 (札ω1リ) 1什|紋部は外J以メしL、t封端;出品肝附f古部'n巾ISはベや，やA九"'昧外沫;を，;肝I竹十びる。札|ド山"(色色2己，<7グの〉平利刷I1山hを!い内人付，W夕外トいMげ州fI1にl地品池lflhしていゐ0 森川分拘矧1 

V-3'弛覧知b江剖rl
瓦

)L.li (三) !IIIJ~ま と ~IAlmSは 1M取り、内 1Mは縦j汀ÎIJのケズリのI~，\J絡を地す。

(4)小結

、li訓伐11.からはluJ)JrI.Jの出7条が検.'1¥されたが、全体的に押し<t~リ ー 11.を受けており、7t'，'~の)rll 1:も附ど

が'11ー lこであすた。11¥ I-:j立物はlSD2カ・らヒ向iI~;~J'r l 点、~付)'1 1 .I，I，~を f，y\かにdめただけで、 H抑制の決定

にはギ.っていない。it'，'!(7)性十xとしては1>(llbj市咋が与'えられるが、、1'，iJ，'Jff.のみでは判断できない。訓告は
>Ii iUI.J査|メ:に 11二まらず後制に仲.えている凱2・3次訓告の成法とともに|地)Ili'ド1:について触れることとする。
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5.長浜鐙追跡(第 2次調査)

(1)はじめに (Fig.21)

、 1'，遺跡は筑後 rlî大下位浜下宮?にI計イE し、校l\'fi~) 18m W:の1J~位段lé. l::に\1:.1也する。 j且路改良 r: ~5-に 1'" う

発~h~訓1iで旬、抑1111)の )L~:47m'を実地した。 J)，\J1f.JUJ川は平成 6 年12月 4 UからInJq~ 1 2川 6 11よでで、二め問、

世機による点 1:予の除去、 ru榊の検出、 ~/Itll'll)、実洲、'伝a~t1彬?を行勺た。 肝機lよ(イJ) ~'~I:μ且設に委

li~ し、 IÛ'よ，)11: 1;1:水比売{忠が.m_、1'1 し、人~hb~ 自IS(JJL: !日本町教噴)の|品)Jを1!fた。
なJ;、、"，Jlt V1);の先制調査は削教の訓伐を行 Jてお 1)、件jfi跡の辿榊得サのi[(仰を泣けるために rSJの

lドjにiJ，'，J1年次数砕サを与えている。
(2)検出遺構

満

2503 (Fig.23) 

』泊先「えのほぼq'!Aとで、約1.6m分を検111した。i/I;.の:l:JM断l耐から2SD4をωるようで、深さは0.30m l}iJ 
徒を削る 山 l:j.1i物は押無であ勺/よ

2504 ((.J):.:<Iω) 

2SD:H -IJ)られるように検出し、深さは0.32mliiJ1去をiltlJる。111Ljfi物は併1!\~であ 3 たの

(3)出土遺物
カクラン跡 (Fig.24、Pla.12)

石器

.次)111t:ィi総 (1) 良二帯ill.三j(JM以のみIJJ"をi松村とし、Iftl)紋に 二次)1111.を地して，fIJ~:~としていゐ‘

(4)小結

九J，\J 1f Lメ.から ~'((，æされたm挑め人;、I~はカクフンで、仙か挑 2 条を検I11 したにJ!占 ヲた 仙の切り合い

は2504 必SD:~(，'i ~析)で、少なくとも 2 1111の品I! り 1(' しを地していゐょうである。 部 l 次，J，'d1世で検111さ

れt.t品との関係はわかっていないg
111 L.il'l物はカクラン跡からイI?:f1 l，l，がf札出されているが、叫念ながらj自柿のIIS均iを，)¥しているむのと

は断定て'さない。

a 
18.100 m 

d' %511l 

。 1111 
bT許可市Y〒~一一一一ー」

3 圃i七叫冒t:111邑H下凪，

2 11¥1島色料費1(置色村(t'joL:Hri

A 帽凪修也帖RI

I j同品性帥胃1"1マ“刺市何1.'.'
品川"-'1，宵 i
t・剛揮品川~~f胃 1 . (やや附91/，") 

7 咽圃"~tI.慣 t

"剛・..恒，，11割1
~ ，鳳世帖開l

1" J里白帆圃心 l晴慣色nr.小ヲ(J-..7t・4青む}
IUI¥V.色仲買'-， !帽。‘色防『白骨~<脅"'

Il.凪夙~仲圃 t

日明，.，~恒11.胃 t ，咽瞳色村 ft' iJ(肯0)

11咽置色帖胃 1

Fig .23 2503土層断面実測図 (1/40)
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。 5 cm 

Fig.24 カクラン跡

石器実測図 (1/2)
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6.長浜鐙泣跡(第 3次調査)

(1)はじめに (Fig.2]) 

、''1追跡は筑後 rli大字I~ iJ~'{:i官に所花し、 ~o:;1 1'.':j ]6.5 m位の低位段 [Í上にひ;地する。道路改J~-仁"五に1'1'う

党側iO，'，1査で、制削の&λ:23:3m'を'具地した。nJ.1査JUI1111 Iよ平成8年 1)] 291JからliiJ11:' 2 ) J 2311までで、ニの

1111、日1機によるた JA.笥;の除去、 j立榊の検11¥、制r']リ、実illlJ、写真品il拶呼をわーった。 lfc織は(イJ)加山ffi.世
に要託し、 ，U:，J1をは坂本映子 UJ!:三糊町教脅)が~11、j'，した。

なお、 、'unv~;の先制.~'J1'f.は桜数の I~~千世を行っており、件遺跡のi立梢f寄り・の位向を迎けるために íSJ め

Ijijに訓保次数Wfサを与えている。

(2)検出遺構

落とし穴状遺構

3SX3 (Fi京.25、Pla.]4)

i同市|互のはほ"I ~たで検n\ した。 lゐIqhl .07 m 、~{j. 'lllho.77 m、深さり.68mNJ史をiHリ1)..itt ~，'I~JJ'~ m~" Iリとに深
さO.20mのピット 1火を aけする。1ηIllh1よN 70・Eを測り、 }II!.1 : 1よ 1.1.\色車内'{'L!:を Jf~iJ，~とした n 熱ifHúで

あ勺た。i立物は111.1:していない。

溝

35D5 (付凶ω)
lulJ 1f.1;.( ltimsで検/1¥した1+1.1じ}jiI1Jの尚であゐ。途11'、3SK6に切られ、日'，¥'の1111]端はカ クヌンを企けている。
約5.6m分を(I{(l越し、 ITItIIよ0.19-0.34m、深さはO.10mIPH去をi"IJゐ。}IIL1:1よm茶色料I'f(r.をJふ出!とした1'1
然JlIl制で、 ìfi~)kl.t 1'1~ ')ていないの:11J:ii'.t物 Ij~制限て'あった。
3SD7 (什凶①)

，O.'J 俺|メ:の北側でが~2.6 m分を検/1\ したが、仙の1111凶日はカクランを受けている。 l~blO .55 m、深さ().[0 m lIij 

f去を測り、/1¥1:泊物lよ1;lf無であ勺た。

土塙

3SKl (イ・J'lヌ|①)

.J!J 1'f. 1メ:の」じ制1I で検11\ し、 i品川*1!1I1はJ司令 lょにかかる。 ~に、 j古川の '+1msはカ クランを党けているが、

fflよ3.;~ m liiff.去に制限怠札、深さは0.3110IjiH去を1!t1Jるωj出物は:11.1.していない。

3SK2 (ドig.25、P1a.14)

，vlJ作l烹のd，以前から検/I\ ;:}れた怜川 )f~状の 1:峨である。伐iよ2.78-3 .06111 、深さは約O .f) mA'，¥)立をilJlJるが、

j必;'fI11j'火・は不定形に比!ーに深<41u!り込止れている。占た、})主f"IS，'q側にはピッ トl穴もi認められ、 jllll:I..I:!.I.¥

茶色川質 |二を J~，J月とする I-l'. I:ill物は抑制て前勺た。

3SK4 (Fig. 25、Pla.15)

I~I\J伐|えの I~~j tH~で検11\ した附)L1.ミ )j形状の上机で、片側12.41111 、知[llllh2. 10 川 、深さ O.4R mÆI，\}立を ilUJ る 。

I:J，瓜Jîf古ISには、 ，1可 lWJ で伐O.6-0.~m を測るピ ッ ト が 2 火、1l!に "I!).と日ISで何O. 15 m を 1M るピ ッ ト 1 穴がそ

れぞれ伺'躍された。 1111.1:は糸色柏町_lこをJ九WJとしたn然JHi硝で、 11¥J二j立物はない。怖とし穴状i品川にな
るIIf能性が巧えられる。

3SK6 (Fig.25、Pla.15) 

3SD5を Wる附円形状の上JÅ~で、 r~I土2 .3m liii後、深さは().32 m机11t を iltlJ る 。 1二摘瓜m~のやや胤よ り に

作0.5m iiii後のピ 1トが]穴イザム出された。j'!lよは 11 1'1茶色*1' 1'['1上を)，~，仰とした 1'1 熊i1L仙で、 H\ . 1 二i立物は押11l~

であった。

(3)出土遺物

訓侃民で検11\ された i三J~な足u何からはja物を必めていなし、o JX.保&ぴカクランからは I:r.1!ï ~詰 (J\"')、拙

開(lUl.椀 ・世，片)、 附加 (Jr)、鉄製品 (J.I，・)、ll.()'，)などか:HI~ したが、出I/Jミしうるむのでなかヲ

たのでニニでは省略した。
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3$K4 

16.90 m 

。

Fig .25 落とし穴状遺構、土塙実測図 (1/40)

-a:i-

蝿前副司，. ・ ~~.. )

-，. 

。

2 m 



11同圃晶持 1111.1，_"圃合J

(4)小結

、11 訓告阪からは部とし穴状j立梢 Hj~、拙 2 条、よ峨 4 )It.が硝認された。

先述したとおり、民7R釦iii跡は部 1-3次別査に此ぷ訓査が行われた。ここで忌は-;皇のi問先j北呆を振り
返るよとでまとめとしたい。

抗 1 ・ 2 次，0，\1奇からは iミとして摘が検出された。 711) はイÌlIH も IJ、tl，LでL~<、見Il土からは流水を1'1'っていな

いと判断されるものであった。.jl且のrN;はほぼ16J-)J付.にはしることから、何らかの胤制によ って作ら
れたものと思われる ω 残念ながら l時期を~す資料は臨めておらず、時J~J決定に妖 b ニ とができなかっ た。

~\ 3次凋!tからは部とし穴状j輩柚(3SX3)1 )1長が<<<<・1沼された。ニの他3SK4がそれになる可能性が与え

られたが、 tfj内て・<<(11，J;(されている落とし穴状i立榊の法iltよりも大さいよとがわかり、 ここではと揃とし
た.(tfi 1人lから峨必された協とし火状泊榊の地時は、 r r筑後阿部地lx:m跡~rFß J筑後rli文化財J).'Jj+t報~1;- t.!.1:

m29~J に出帆している。)また、 J-，掛とした泣摘は 4 J去が石i'a:;出されたが、布iJiLもH¥仁遺物を必めていな
いので、i.i't榊の十1~.f't1や H‘，ÿ..1tJJはイミfI}Jである 。

-i!liの訓lィセは限定された快小の~.I，I青ばという こ とに))1 1 え、調作|反内は円: し〈カクラン を受けていた。

ょの副会刊のためか111上した;rt物Mも傾倒かであり、結J月ととして時期を断定するにiiるよとができなかっ

た。しかし、これだけのカクランを受けながらも、併とし穴状ili桝等の伐{J状態の良いi立榊む仰:必され
ており、今後の訓有が持たれると ころである。
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7.総rn大|軒泣跡
(1) はじめに (Fi~.t!6) 

川口跡は筑後rhk字鵡IH乍A:ltJ1430 7外に所イlし、 f::':{lj13 m {I/:の fJ~1，~Jli [I' 1.1こり也する 道断拡幅

l .' j \1 ・ f'l~う党品Il，J，'.]査で、 J.q1f.liJi f~'tは1O:3mヘ rJ，~1f.J別1111は杓此711' 8 )J 3 11から1，，)il日Jj1111まで'.M施した。

このIIIJ、市機による必 1:~の除.l~ 、 i立t，Y，の検出、~!ttlrllj、実側、 .，; !'.H11~Jj13 '1]:を行い、 。R械は(イJ)制品位

(2)検出遺構

闘査区A

澗

5010 (Fi只.27)

Fig.26 鶴田大南遺跡問査地点位置図 (1/2，500)

IJ:J 1f. 1;>(~A の 1+')端で検111 した舵やかな弧ルH，'j <米内仙である約4.2m分を検IJI し f・が、消の )I~端はSK05

f....凶り、 'k端はカクランを受けている ITM I.t 0 . 30 m tjíjf去、深与はO.4 !'i mtjíJ1金を iUlj り、 jll物は 1: 01日~i (小

nll. L鍋・ J'，)がn¥.1:した
土壌

5K05 (Fig. 27) 

州1tl?(AのItJ11!.j隅で検 1 1\ した。 追わ可の I/~mSIよ訓告|メ.外に jム・がるもので、深さはO.揃m を illiJ る 遺物は

I:r.'li ?:;: (1')鉢)か刊かに認められた。

不明遺構

5X03 (f'ig .27) 

i'J~j1t[l Aの北l'旬間で検出 した。 ill柿は ' 1~、 i~I'~止を I，~するように雌l認されたが、 m柚Ikvlhlはカクラ ン

を交け、 よれより市部では.fr1ti;.8.されなか っ た ~ iïi附のl川町ISは ，J，'J査I:x:外へ広がるよとから、Tl.. lfliプラン li不

lリjで、深さI.tO.44 m を gll] る 。 j立物は1.帥~:~ ( I'J~.\ • h')か1111:している。

-35-



、14臭s

関車区C

④ 

p-唱ヘ/
I 0(9) 

'-.... 

一一:一寸

ド匂
/ 

f‘、
、ー'

間五E区A

l 
-r、‘
l、J
-、、
¥ 

， ， 

〆--l、、
、ー-'

ζ〉

C) 

， 
r、
も、~I

圃111λ刷a・・s

⑧ 

、、、、

ん匂。@。
マ@

ー

。。

記

@ 

νア
SK05 

............. 

。
。30
』ー-:J)(.. 

/~ぇ~<O

ν. / 
-1/5，'180 

、、、

-

F

a

s

t
o
I

F

-

-

『

，

，

，

，

，

u

一

戸

r

l

t

r

¥

~

-

'

'

I

・

E

l
i
-
-

d

l

l

J

f

、

一

戸

、

-

，，，

B

・

自

i
l
i
l
i
-

-

1

1

 

闘賞区8

5向。

鶴田大南遺跡遺構全体実測図 (1/100)
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ピッ ト

SPOl (Fi~ .27) 

調作I)(AのJじ丙附で柑11¥され、 SX03を切ゐ。作はo.:30 m riIJf去、深さはO.19mをi則り、 J-.削持(火令-
J~・) がH\ 上した。

悶査区B・C

IØ，~1f.区 B . Cからは現代のカクラン必び多数のピッ ト を硝越したが、 i酎I~の性栴は不IY-J であった。
(3)出土遺物

問責区A

不明遺構

SX03 (Fig. 28、Pla.18)

土師器

よ鍋 (1) F.~，*状を且した 11 付加で、 n怪35.0cmを似似する。体mSIj'枕付近に 1条の沈総を地し、 体制i

外的iは~が)'/. <付加している。，OtJ鞍Ltn枇端部がヨコナデ、 内副 1"".位/えぴ外国はナデ、下位は悦);I('Jの
柑1)1:.1 jである。
ピッ ト

SPOl (Fi~.28) 

土師器

火1'r(2) 体首ISの細川で、 外耐iに断I([i-=. JfJ J限状の1I1~付突イ1\'・を地す . IV.'，J輸は|人JI耐がナデ後ヨ Jナデ、JIrIi

、、

/

/

 〆

ヘl
l

J

f
¥
)‘
 

ヘI
ll
-

f
l
」

、、

100m 

3 J 
1 

。

Fig.28 鶴田大南遺跡出土土器実測図 (1/3)
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働州九州..，.

付突術部分はヨヨナデ、 外I[Uは縦)jlil]のへラケズリ様ヨコナデである。 内融lには艇がイナ泊している。

カクラン跡 (Fig.28、Pla.18) 

土師器

鉢 (3) 11融行ISの細)'jで、 I1紋端部から|付1Mにかけてはヨコナデ、外I(Uは斜めH向のJ(.IJ毛日を地す。
染付

肌 (4) I I柑古ISは愉花を込し、 II{壬14.0む則、向台任9.0cm、協，¥'1j3，7clIlを{征服する。体部内而及ぴ外1(liに

は刷物系の文岐を ~~~J(で拙き、:MJ也は乳1'1色でi主l則前h を全1mに地利1 して L 、る 。 23f:内は蛇の 11状に利l を

f置き取る。

悶査区B• C 
訓L1tIX:B' CかんのIL¥上j1i物はない。
(4)小結

発~hll訓査は道路~}j;申1.1 rン'HIこ作って実施されたため、限定された狭小の，~，'，j1EI>(，設定とな った。 .~，'.j1fの配;

*. 71品1条、 J:峨1J左手といったi断的が陥認されたのみで、 出跡の全体像を把射するには南勺ていない。
また、 /[11:遺物をみてもH制VJの決めFとなるものはなく、判断しがたい結-*であるが、 1]1111:以降のi世物
む認められているので、)，lJ)llには叫J，1主却!のi:1:tmがll.1にしている"T能性はあると辺、われる。
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水111tl.II.IM 

8.ノk田下桜町追跡
(1)はじめに (Fig， 2~J) 

.)1I，m叫1は筑後dj大下水田下ド桜IIlI824外にfijf{Eし、矢部川'11流域の傾向約7mfjlの{Ji:;内地状に心地する。
i凋査は平成 8 年度に道路改良に'J~ f定地の約350m'を加古対~とした。別在は杓此 8 fl~ 2川211lから皿

機に tるt<上制ぎをIJH始し、同年2n 28 [fからは作業凪を投入し、 jti仙の輸出、引III!I'JU作誌を行勺た。全
てのm榊~II'jIJ徒、同年 3JJ 1511に全tpn工を搬影した。その後、 iJtlJltt.&ぴ実測を行い、 rllJ11ミ3月18nを
もヮて全ての乳地訓布を終fした。

i凋f住民は七l主・ドstに分かれてねり、 作Itしむ或土l白下に此尚色料i l:のよ也山が~Ul る (j立榊l両)。 品況が

川であ勺たため、多少の耕iil'JIJを受けているものの、別世1>(全面にi.i1mがイ確認できた。桃111i山I~は榊 4 条、

J I~戸 4 峰、 t.J，崎 7)虫、不明 jj:a~r8 )島、 ピッ トなどを検11.¥した。なお‘本山j在は県川剛がMJI'Iした。

以下は、検:11した江i榊及ぴ山七j立物について搬fltする。

11 

ヤーー

¥ナー斗/-

l11 ll 

ー、、」
、、

Fig.29 

- 39-



v、f、"11刷亀
l 前払也t

J.. 'u タ ・ J~&It'.，舟lJl

7.20 m 

"'1111同町岨叫

1 m 

u-令F
E
・
匂

a
S
制
剖
匝
叫

帽
am
hm
副
出
・
-
a
m
a
帆
‘，
aH
ト
d
q
f
b
・

川
申
恒
記
町
Z
4布
団

回
会
叫
百
圃

a
m
t
u
h
A

叫
恒
『
品

膨

.F

a幽R
4

4

恒
曹
憐
恒
山

占

薗

正

副

以

輔

、
O

W
E障
制
湖
国
消

|-e
何

.h
'a-

5K01実測図 (1/20) 

n
u

f
 

約

し

仙

邸

内

あ

コ

Nw
m
ボ

乱

状

の

で

/
丘

町仙

結

欣

た

現

政

ザ

2
4

M
M

の

に

し

川

明

ち多少
』

伽

蹴

叩

畑

山

川

勿
多

川

川

川

引

が

を

出

メJ
J
J
~

弘

火

山

し

一い
昨

m
J

y
l
-
-

h

o

i

f

-

-

j
 

m
w
t

並

本

ド

ナ
九

与
五
一

日

ι

J

叫

1

L

Z
Z
一

川

蜘

比
剣
山
山
山

//;F

立

6

1

、
副

川
H

Z
j
/声

F・日

比
ム
り
、

f

d
/
f

ソ

上

九

.

引

わ

れ

川

酌

必
夕

日

り

川

畑

態

て
U

U

M
川

ルん

41
1F

お

同

状

し

札

以

多
r

ノシ
r

a
--

L

H

‘・
l--

L

M

4
，

〆
J
F

〆

d
F

て

N

J

九
九

一訓

九

先ん
/

i

/

礼

町

つ
を

知

日

訪
伊

戸

川

浦

。

ま

状

K

U

M
多ん/，
d

同

4
u
h-

-

1
リラ

n

d
A

ハ
H
2
4ク
シ
ヤ

同

州

ル

引

例

州

州

市

ι
4幼
年

〆

川
川
崎
川
初
日
明
ぺ
恥
川

柳

ル

心

的

件

a

i
p

糸

時

お

・

る

閃

枇

泊

り

わ

火

山

.

、

ハ

た

し

山

で

刈

物

て

の

付

泣
い
州
判

的

、
ハ
泣

・

イ
J

山
山
川
い

は

ぺ

制

比

磁

陥

る

い

山

州

出

に

川

い

K
た

別

山

が

、
いし

μ

L
附

の

の

区

山

つ

お

%

の

て

仙

1

ur

o
山

肌

刈

州

P
か

ふ

は

1h

r
r

i
の

。
検

オ

剖

て

S
げ

jw
が

と

め

U
H

J

陥

こ

を

に

い

拘

叩

比

附

川

の

民

的

市

ト

構
一
日

一

…

別

紙

比

一

川

崎

札

一

昨

日

川

?

ぷ

榊

-

ケ

ト

げ

抑
印
、
』

m
M
f
r
w
M
M
め

と

、

て

S
り

川

、。
剛

山

小

器

メ・

.
、

こ

ほ

仰山

叫

山

帥

応

・2H
E
ぉ

ι正
山

立

り

ら
ハ
V

州
腕
ト

る

そ

く

ぬ

g
h庁
で

U

た

ニ

た

し

く

取

S
tv

-
C
H

細
川
出
ぷ
計
一
川
町山
加
バ
柄
引
州
州
叫
一
w
m
ど
ご
μ
m
k

物川

:J北
口
A
M
m
m
山

円
h

-

上

横

山

似

る

倣

ヵ

・

7
m
s
、
S

つ

川

悦

て

)

と

し

、

(

2

J

分

比

聞

物

比

刈

肌

て

廿

パ

物

の

と

た

ロ
7

k
k

土

似

て

で

部

ろ

S

に

(

に

い

お

こ

と

川
本
山
川

A
H

か

市
刷
物

S
迫

て

S
し

て

J

込

〈

物

る

泣

m
逆

物

Fig.30 

q 

網"“.
一日ω
 

円
可

2 m 

10 

10 

。

。

自

5K05、5D10・33実測図 (1/40)
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'" 111 ~ 川町咽胎

r(， . 1 :鍋・お!f鉢 ・ 火鉢 ・J1l\.か ・ イ~ IVJ 1:'，出 I'u'， ) 、 ~n邸時(!向、

(1111 .碗)、打出 (融イI. }i~ィ Î ) が:1 1.l : した n

SK06 (Fig. 32、Pla.22)

憎目しに切らil、附)1)]")隠す 11するm~.Yi である . ~'Il.じは Llt}火色判官J.: 1.の'1t・}fo1で、民中11I1.50m、制刺11.30

m、深さO.l1mをiUtlる，)世物はヒ帥~:~ (1二鍋 ・飢え)カf/l¥1:した。14- 1 51It*~の所 Itnであろう.

SK08 (Fig. ~3) 

|リ II~状を f，~ -f る jl'W/f て酌める jlfl. 1:は}9()Jt色村町 1:、此m色1:に分かれ、民州().80 m 、 ~\IAdIO .70 m、深

さ0.61mをi則ゐ，J山物はし附?:~ (.1:鍋)かIJU:lた 14-15111:紀の川市であろ7

J.L1j此 1:~出 (:1.鍋・火鉢・茶釜) 、陶磁総

7.10 m 

。

1

1

1

1

1

1

1

1

 
i
l
l
-

吋

-
M
由

圃

1.10 m 

1 20 m 

。ぅ/ 1 m 

SK08実測図 (1/40)Fig.32 

SK09 (Fig.:H) 

円形;(Aを I，!.するj立附であゐ，，I.'l~ UJ.版bt色村，llJi1:のIJ¥-)付で、 lく帥().55 m 、 iV:~qhO.47 m、深 ~O.3~m 

をiftlJゐ.jfi物U 1: r.IIJ?~ (小肌)カqll.l:した。1~ 111;紀のJoJlll!;であろうc)

SK25 (Fig.35、Pla.23)

1:: )j形状を 1，¥fゐ遺品であ

る。JIII1'.は i也捕検 I I \II~'の 11円以

色村町 1.( 1 }c'1)をjん本とし、

ロームプロ yク、 il河川色 kを

-

自
由
.
岨

Fig.33 SK06実測図 (1/40)
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SK25実測図 (1/40)SK09実測図 (1/40)
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A!II{ト似町..陣

多i;~に含んだ状態であ っ た ロ 民'lqh3. 12m、短軸

(). 94 m、深さ0.44mを測る。)庄lujは*1ニ行く

ね保くなっている"泣物は 1:附時〔不IVl1-.製品)、

間以無糸t'f磁、鉄時 (鉱伸)が/J¥I二している。

不IlfJ1二製llJ1については、鉄分の什治がW躍でき

る。

また、鉄総については鉄悼と与えられるため、

この2点から推測するならば鈎i立地般に|均わり

がある地柿ではないかと思われる砂しかし、今

後l;tヒ壌サンプル等の科ヴ:的な1UlJ而からのAみ

も必裂であろう。 Il~J抑は 14 - 15111:紀代のJ~r陀

であろっ。

SK26 (Fig. 36) 

IJ村正反と持するため令制していないが、平rlJ

11Eを'll-4るi!1.t的であると考えられる。H:'1~111 . 25 
m 、制i~IhO . 45m、深さ0.41m をiIltJ る 。 }'[~r.はよ
1~1 3-5 Mにあたり、版色村|二、ロームを多〈合

んでいるω 51M'よ11古川茶色キ，I，'etl'の腐食した

阻 1:
。

~K出 l 柑竃

，.齢、邑1.I草食邑i

皇、"'，Il')."ず6・，，'tI舎町・11，包1・・・担む
， "..IH.I' '0-'""・，， .民IIU..i: ・・~，~
-・噸t納町L‘日 I，'r.， HU'，' 1~81 t'l食~，

“、色tr昼民也L.lla' t民R色t

a 
7.20"， 
a' 

2 m 

7.10 m 
c 

出 1:である。、ニιでは 1:峨として械告するが、ぷiJAi!リのjトJiの"J能竹も与えられる。 JU物は他品:器系11f
磁(作:l7i)カf/1 ¥ 1ーした。J51It*-c.!のlifn指であろう。

:珊

S010 (Fig.;n、Pla.21・22)

S010Iよ、，-J，'J1tU与にむいてS[(05、5D33と切りあ勺た状態で抑制された。泣仙の$HIIII則係ιついては
S1<05のj出向。地IVJで触れたところでーあるので、ここでは避けゐニととする。SDIOは検11¥ 1ミ5.80rn、傑さ

0.54 mを訓IJ~) ，断r(liがU"{:状を'11.する。 11¥1二遺物は副総({..~~イイ・附イ1')が~~\められている。

S024 (Fig.37) 町。
ItJ北に抵ぴる榔で、検11¥ .IA 1 . 80 m 、 1111~O .70m、深

さO.lOmをillリる。T'R1:はj民此色J:の'11.Mで、附rl師は ぶ守
U'(:状を日する。i監物はIJ巴liif系の陶日正(鉢)が11¥上L. ~ 11吋

た。 ぬる占|ー
~I九1 ・S030 (ドi応.J9)

SE2却0を切るように検山されたl片市t何J北に延fび〆るH榊N向tて

7.00 m る。検「州H民4.6白5【m、ITItIO.72m、深さO.76mを測り、

底的iは迎147形状を~する。 地ヒは料l伎が41ミ1;~.に強〈、

腐食した~II!r，を仰irt2.している。i立物は |二日市端(小肌-
Oll. !刊、 lC'etL".a詰(火鉢)が出_1:した。15111:紀の所
践である時

Fig.37 S024実測図(1/40)

S033 (Fig. 3]、Pla.21・22)

1ド

|ト

SD33は、ぷh~11存においてSK05、 SD lOと切りあ っ た状態で硝泌されたø Ålt榊の新川関係については

SK05の遺t抑制IIJ]で触れたところであるので、ここでは避けるよととする。 SD33は検1[11主2.70m、深さ
0.28mをis1J1)、断国iはi控台形状をはする。IIJ上m物はない。
ここで、切りあっていた3辿梢 (8K05・SDI0・SD33)を椛却すると、枇終児没をS1<05のJvl#t土(床

t:)め11¥ヒ泣物とザえるならば、 1811卜紀後半-]9世紀!日平副の1'"抑制て'あると与えられる。しかしながら、

主体となる泣物は14世紀代の遺物であり、 SK05'SD10・SD33の新旧関係はあるむのの!時|則的なたは傾

倒かであると考えられる。 J!IIち、ilÏ.t昨の新 IJil剥係は rlì→新のIII~にSDI0-SD33→5K05と苓えられる。
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井戸

SE15 (FiJ{.38、P1a.23) 

円 形の ~lld りん を う1 tる井戸て#， 1<物h

1 . 4201 、まu. ~4hl.30 m、深さ1.54mをiUiJる品

H二I~I枠は検1]1 されておらず、み品tl り の 11:

1寸である j0 j也山カf{1沙刷である tとから、

制l川二ではなく幼)/<をAIJ川するむのでめっ

たと与えられる 山上ill物は i二 r.1~ 時 (小

sll • 1(-) 、J瓦《五乙質.卜1--時 (鉢)に、 ;釘机{“lしυ，忠0也』ι、日協品 (鉢)
等がl山11J:したn Ji油引11泣は14lll'紀代と，思
われる。

SE20 (Fig. :39、P1a.24)

川 )f~;tkの州り }jを 44する}ト) Iで、 l長Illtll

1.0201、州中IIIO.86m、深d1.04 rnをiJllJる

川:)Î.ffは検:11 されておら J‘、 ~~htl り の j ト

) iであろう。地山が妙1Mであるζ とから

制作ではなく凶A<.をfll川するものであっ

たとザえられる。 111卜.造物は曲、'1:U品、

I~ nrtì 蹄 (小肌.j川、 i二製Ml(仲状・不ryJ)、

他恥!常系山崎、イI?f::(融イi)下がII¥.Lし
た。 jは終J!1!7生は14111;紀代と足、われる。

SE35 (Fig .40、P1a.24)

j長)j}隠の品liり)jを'11.する)1')i で、 民~4h

l. 50 01 、 ~\i !jlth1. O() m、深さ 1.0201を111リる。

Jl:J i枠の0・イdょなく、本側り 11二}iと守え a
，') tLる，111 ¥ 1-_ jlï物』よ~îU~リ;+ (盟)、 1-附目見

(ヒ鍋)$カ(1111-している。段終.t'll没lよ]4

111:紀代と思われる

糸川争時・If由同

6.60 I!I 

2 I!I 

同
.
前

回

・

。

SE15実測図 (1/40)
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SE35実測図 (1/40)
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ロ
-F.四品目
E

6.80 m 

SE40 (Fig. 41、Pla.25) 、、、

民)j}信の掛り方を呈する JI:riミミ
で、民Ihlll1.75 rn、対)llth1 . 23 n1、深 山

さ1.11mをillリる。)I~ J I枠は検:1¥さ""
れておらず、ぷ掘りの}ドJ1でめろ

う。 111i二jll物は L師?S:(不IYJ1二製

川カ:11 ¥ 1:した。 周辺の状j比から 氏 、持

附樹立は1411州にと，CLtわれる。ミ、ミミ

不明遺構

SX13 (Hi;;<1②) 
，~"J 住民ヒ段と ーl、 f貨の境に {立町

し、灰色 kをfAする批Aしでわるo

JIIL 1: rllからはビニーJレJや枇代の瓦

等が』認められた。Il¥J二jft物は I:om
止法 (仲状 ・イ，1りJ)、陶磁時カ-1'，'1¥1'. 

した。

水111干1..，，1凶

1 m 。

¥とノ
-ー~一

倫
“
M
W

m
・
個
白

・

6.80 m 

民
、J
c> 
c> 

3 

~)(U' 帽‘

l ‘^~M" 司14.Ut 世( "
I ~"~fi，胃I. (Rーみqu " ， "，~tJI 

グ，

SX22実測図 (1/40)

SX22 (Fig. 42) 

i立村IはIs司令:11Z外に広がっているために・部しか検山していないが、i企庁I陪を 111する泊榊と与えられるの
11:1111114.57 m 、深さ O.27 m をüI'J り、 jll~ 1.. 1よ-tt~):k色村It!.r 1:及び此)!正也事1'，質 1-.である。 1111:正i物は~;刊\~て'ある。

SX31 (千J'凶②)
不定!臼を。止するj立梢であゐ。即J二は多i，l:のロームプυックをi'>.'んだll'l判色料j1t!11:の'1¥・!付でわる。/1¥

1-.泣物はヒMi協 (呼 ・1:1，'時)、鉄時 (創;神)カ-1'/LI.I二している。

SX32 (付恨|②)

不定j陪を 111.するj立机である。l'll1:は ;~l止めロームプロ ックを合んだ此灰削色料t1'{上の'11. .IMである。

11 ¥ t.: .ifi~創立1:011' ~~ (不1りJ1-.製品)がII\ ~ヒしている。

その他の遺構

SP02......04 (Fig. 43、Pla.25)

SP02 - 04 は |こ~:1l:の洲市|正 ~1U1Jで辿制するように仰起き JLた ピットである。全て 'I~:J円形状を ' ，!し、

SP021よ作0.55-0.65m、深さ0.47m、SP03は筏0.48-0.53rn、深さO.35m、日P04は径0.44-0.45 m、

深さO.29mを測る。 aに、 SP02とSP03111]は2.00m、SP03とSP04問は1.90mをilltlる。硝ij出されたー辿の
ピットが1';)・で、11.勺」じに腿1)目するのであれば、側、'1:性4.s物になると思わるが、柵ダuのIIJ能性むゐる。
Il¥ J二泣物はSP03から l二削指(鉢)、 S['04からはよ削時 (イミ11))1-.製品)が山上している。 時期は1 4 111~紀代

か。

- 4~ -
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引叩;.1輔 圃‘

1 "'1.色1/，開11'¥¥'毛色1・・
:，同色帖冒1，，値色l少量・仇p，l.'を圃i

"・ .1 t崎色1:1，出色1..'11'''1・・p

SP04 

。 2 m 

~ ，，，j ，IW岨
I.，f，!fo;e叫帽， '<4色t・・1
2 . 1品..'帆 ~f(\胃 1 ， ，_色t・あ色0・E

9圃色tI・‘色t・・.".也1・・1

十抗告帖慣 ，1帆色1.・・ ・‘~，・" 1

5 [':"".崎町， ，肌色"・・.*色'..1
i IH';e帖胃， (IA且t・・・ l岨色t・・1

7 ・・IUII‘e，1'・・l多子~y
3弓/ 男

、""'刷邑
1凧.f!!'lj咽1I貧血1• II<pI，I"圃』

~ y;"'('.，t(，胃 t ・血 t ・嶋位 1凪!~:t-・i

a ."'I!，I;，帽l・..色t・量i
I "'f!!I.¥圃1'J.色Iム..・

Fig ，43 S P02...... 04実測図(1/40)

(3)出土遺物

土壌

、、

。 10em 

SKOl (Fig. 44、Pla.26)

土師器

J~~ (l) f!.1JJjUl'f; f予34，7cmをi則る。

l人j外Iiliは淡J:A:ILc!!. '" '1~ し、 Jlfì J'.は

1'1色粒子.:.u色村fを令休に少し

f奇心，'"f，本ms外1(111よ争tJ附していゐが、

桃成ItJ~Hであゐ。

SK05 (Fig..15 -18、 PI (l .26-2~)

土師器

小IIll(]・2) 1 Iよ何JJill:1 ~制 .()cm 、日:~ ，\'Iì 1 ，9cm、復njl，J/f:ff.G . (}cmをilllJり、!人l外u'riI.t ，jl't-)デi州幣でめる。色
rJIJU!fLfrJむで、Ilfi1ニiよ村j~されてねり、仇j此は良好である ， 外Jrf: li糸凶りである。 2 はN.JJ;t1 1任8.0('111、

日出向J.9cm、eWJj()J引を5.8cmをilllJリ、体行IS外1(liは航ナγ、休日ISrAJ 1Mは/f':i浦のため不11)1であるz 色。~'J I.HÜ手し

色で、JJti1.はあIm!:~ iLてねり、外/J'!:は糸 ω り である。

.Lf (:~) 抱JJjl此何11 .Ocm を ìJllJ り、体邸内外1Mは附ナデ，J，'J燃であるの 色，d，~Iよ礼1'1 色で、 Jlfì 1.:1よ仙沼され

て 1，リ、 #èb~1よ lHf.であゐ

ヒ鍋(4-8) 4-7は、 11紋制部を折りi弘して 1:.紙状をVするタイプである。4は1・l紋msの舵J"てヘ 体

部外l耐は品色をVし、制I~、刷 [; 11 と煤が付』けゐ。 色，JMIけな色で、JJfil'に金計iψ1'1色料rを少ld合む。
枇成IJl*.Ho 5は11村部の般J'i で、体百IS外 1Mはナデ，1，'，1怖であるの 微 1，(の臥が付l1 し、色t~'，JI.i外1Mが茶府

宇し{与で、内1(lIIJ.m色であるu Jlfi Uこ令官時 ・1'1色村子を微1，(合み、脱j此は良Hである。61よe¥[Jjj(l1任
1:{. ()仰 を iUtJ る a 休部外1mはナデ制強で蝶カ‘H"，v，ずる 。 体行1I内 l而は柚~~IJ t口調紗て治る， 色，J~'.l外1Mか淡

!It-!.U色、 1)-1I(IJ I i i炎礼茶色で、 IJfi1こに金~}r. 1ゆ・ 1' 1 色粒子を少lli含む。 脱j此It l~M-o 7 11 1UJJ;ll 1 任48.0cmを

il(lJ る。11 M!~~lljIiJ捕の .fflSに仰が千J'..i"r し、体育IS外1(01.J. J-デW!.J轄で、休部|付i首iはAi]IJe r I IJ:J~である。 色I~'~は

外l(ilがJFUli色、|人11(11はぬ礼色で、 l的とに金主!ψ ・(fs軌 fを微lddf守む・。焼成は良好。8は"*.州rsがJ'f.い
ばちj杉を'"し、体持11内 IÍIÌは般~~IJ (，11をbIll~-. 色iJ~は位糸色で、金山町・ ni!!.*ll rを少Jl1・合む“焼成11品
川である。

鉢 (9) 1 I 紬'if!Sの舵}'I で、 体部外出lよ I~.'.j税不 l リl で、体行11内 l出は撒 };I仰のÅ~IJG 11 iV，'J栴でめる。色訓li外

r(tiが符才L~で、内 1Mは茶白色でめる。Jffìr.に(1色事!，了・・金古町を少l，t合み、焼成はJH1-o止r.lf{L慌の可
能件もある。

抑鉢 (10) 彼IJ:ll1 ff26 . ()cmをi.UtIる。1:1材部はJ'):い11ち)fjを'tiし、体部外而Ij:J制成のためイミIVIで、休部

Fig ，44 SKOl出土土穂実測図 (1/4)
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Fig，45 SK05出土遺物実測図① (1/3)

内 rfli' .t ~~IJ G 11 iJ，'J輪後、 3本tjtイ心.の櫛I1を地すの色，J，'"は外luiが淡ほ色、 内I(JIは淡j米包で、船:1:は1:1色粒午
を少1st、金"}!IUを微1tにp."む。仇j此は良好である，J心質 l二時のnf能性もある。
鉢 (仰]日1-13幻) 1川H蝕求部は』誕;~1 什1*紋求をJ川I!する。 イ体4本i哨n~拡外|肝而百耐lは廓減のfた4めイ不~I川り引l で

1::lli訓胡披である@色調は白茶色を'11し、 HfiI二に金二号 I~t . fll r町平[・ (1色粒 子を少:st含む・。仇j北は良好であ
る.1 2はみ 11触の 1 1材部で、内外luiの訓郡は不l~jである。 1.1持者ISの a部に燥が付消し、色，J~，Iは体部外而

- 4日ー



ふ問予砿町..時

が茶間色、体ms内I(JIIよ椛色であるn )J(iヒlニ白色粒 I.金川町を少九1.7守み、焼成は良好である。13はぷ11
f改めれ持部で、内外l師の;wa~蛾はj利減のため不l切でめる。 色訓は IJ辞j民色を叫し、 Ilfì I三に1' 1色料 fを微M~

む。銚!北Itl'!l!{であゐ。

火鉢(14-19) 14は花UJ;(1 ]何32.0cmをiJIIJる。r1 t，*l~iSは粘土flr.付により内側に悦り 111すタイプの 1 1 紬で、

11紘書|ト刷日ISにかけて 3~の沈純が地される。 体部外1Mは鍋ナデiJ!J特てヘ休部内 IIíiは品~~IJD 11 ，J，'J監であ
る。色w，'，Jtill日灰色で、)1台上に金古川を微11(に含む。焼成lよ良好であゐ。151iIUIJ;~ 円筒16 .4cm、日:~，:':i6.() 

側、 j庄内16.4clIIを ìUIJ る 。 I1紋1~ISIよ|人l制IJに大きく仏り III '~ タイフである m 体部外1mはナデIdl，J~、体行11内 I(Ü

， .U~U も1.1、へラ I~IJ りカ‘地される“ 色，JTJは外 lllíが附)l即日色、内 l而は 11河川色を'立し、胎 1".1ニ令出 Ilþ • {'J IXI 
イi. 1'1色村子を少:，(1);む。地成は良好で、必質 U:i:のIIf能刊・もある 16はIlt-*古1Iが内側に')J"リ/11~タイ
プである 3 休部内外1mは砧ナデ刷幣で、色調は符3し色て・ある。断1:は金:Itl辻・II色村子今微lait守み、焼
IJlt 1土lHJである。17はn紋端部がパチ形を 21し、端部は内側に~l< り 111す， 1 1 f.企部門立に l条の突.:wをJt占
付け、イ包申立のスタ ンプが地されている。 休部内外耐のia，~鴨は不明で、色。出jは 11向灰色である。 IJfì 1:1よ(t'-'1:.

lψ. f1J 閃イ{・1' 1 色村子を少I~t合み、仇成UJ込Mである ， lHはIJIIIJ{flSの{岐nで、外I(JIに1条の突'IWを'イj・する。
色IJ，司は灰色で、胎 1:は金三，:1法・ 1'1色村 Fを微1.1合み、脱j広は比好であゐ。191よm.)msの峨)¥で、外I(JIにl
条の突イ!?をイ!するF 色調は淡j火色で、)的 1'，に金'Jtl社・1'1色村!.を少Ll-:>'-み、航'jl<;は良好て'ある，

胤か (27) 山IJ;ll1 f.f20 . OcmをlJIIJゐ 1([ 立する f!~い 1 1 14!~ISを V し、ややltItflS1J'oJ!"る，IlI"J r.lSにU文のスタ
ンプが地され、色，J~は府色で、肋 1: 1よ柿製されている。 焼成はli !JJであゐ

不明 1:製品 (20-25) 20lJ.lill JI~ リ成形を千J )ている浜跡が棚認さJtゐ。色J山よ淡抑色を;11し、 )Ui1:は
車内選されており、地JJ~はn~{'でめる. 市さは8.9gをil!lJる。21は市さ1() . 2 g ~ 1111Jる‘色M'H:im才L色を品
し、 Ilfi1:はtt'i~されている 。 跳成lよ良灯。 22は吊さ 5.() gを話11卜る。色13:Jは柑色をJAし、 Ilti1:は川選され

ていゐ。焼成はf.!ilfo231よ，[(さ2.8gを訓IJ.る。色μJ.'olは指色を出し、胎|は.Mittされている。地l此は凡針。

24は引き2.7gを抑J1)、一部、仲状 I:ILによると忠われる弐スが脱政される，色，凋は淡j火色を 'tt.し、胎

l二は本I'i11!:されている。机成は良好むある。25はIIIさ2.4gを測る。色ゆ.'o!It札ね色を出し、 Jlfiしはfl'tjEさ

れていゐ。桃J北は良好である。

須恵器

峠 (26) (~IJ;lliE任7.3cm を訓IJ

る 。 体部|人j外 mlは悦ナデil'~暫で

ある。 色，J，~H版色を川し、lIti 1: 

l.i:tr'j迎されている。仇成は良好
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Jl，11I~"町..凶

f{J t則イi. 1'1色粒子を微i止に含む。
呼 (30) 似JJ~#HIjISl2.0仰をi削1)、体部内百IIにはJ亨〈煤がイ・J";.;t'fする。休部外州は般ナデで、外Jif:，よ糸切
りである。色凋は内而がrrt'r茶)).¥色、外回は淡灰色を111する。JJfi1:1よ(ir.fl:HJ. ・ 刈 IXJイ{・i'1~純子を ~1止に

含み、焼成は良好である。

~D" 

32 

33 

。36

調む
に:J31
GB@G@ 
O，，'=' 0" 

o 10cm 
ドー←一宇一~ー_-I一一ー一一一~

Fig .47 SK05出土遺物実測図③ (1/3)
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石器

似ィi(Jl -:~9) :jlは安IIIY;'制の以

イ I で、 J合イ[に+í:川している。 Åitf>ド~(

慨を加 1:し、側 ~liに品打痕が咋，æ.さ

れる。tt・、 2ヶ，ijrにj何而として{11!)1I 
されている。1Jl.{J: 1正1l.7cm、IT1Ji6.0cm、

Jl/.さ 3.6じm、 IT~ さ 379 g を測る ~ 32は

安111{';加の倣イ{でめる可能性があるの

J此イじが汗しL、ため3ゥJ9r(こi岐H抗があ
ゐよ〉刷、われる，現(1'民6.2cm、中M
4.4cm、仰さ4.5('m、1ftさ294gを測ゐ

:i:~は安山山恨の敵イ [であるの j瓜{じが

片しいためは コ主り判らないが、全

体に向HT政らしい1111，'1，が14められる
ため融行として他JIJしたnI能性があ
る。割合公7.7cm、制8.4cm、 J lf. 主 ~ .O

('1問、。Hさ430g を iWJ る 。 :~4は安山 f:'

n~の帥イ[である IIT時十|がある 。 自主.JT

瓜はは っき り判らないが、参ザ資料

としてJJLぷした‘JJLイ'1:民7.9('m、'tl，¥

9.2clO、1ff.さ3.5t'01、引さ300gを測る。
:3~'よ'/，(111 ~';製の蝕イ[である。 j孔fじが

汗しいためJJIIr.についてはは ョさり
判lらないが、 11'1，"，が必められる。主

P 、 J~~'(i(ニ.'i.JIJし、 2ャJ叶に郡山iが A 
{lïrll~ ~ iLゐ。J見(1'民10.2cm、制8.2.../ ノ
cm、Jlf. ~ J .1"m、喰さ355gをiJIIIる。 し/・ーへ_)43 
J6は定111'1;'拠の高Hiでめる。風化が 。

昨しいため卜.卜"Ilhj端部に比える}JII t=..ιιぺ

む./し

1
1
1
1
1
、

1
1
i
ン

l
i
l
tい
¥
入

乙~42
100m 

剛，r_町盲跡

一(っ-2

l・.についてはは Jl:り判Jt')ないが、 Fig .48 SK05出土遺物実測図④(1/3)

治 "11111'1，がl也められるため融行 と

して仙川した IIf能性がある。 J礼イ子民9.4('m 、 '~IM).8cm、刊さ3.9('m、Jfcさ249gをiUリゐ。37は安山川製の品

川である 。 令f，f..に風化が}~られるものの以汗に峨.jJ泌が~められる。 ぷl向iIJ.、全体にややざらついた感

じである。現イ1:lJ:5. 9cm、申f~6.0cr目、厚さ 3.6cm、 R さ 1 63gをiWJる。38は玄1II't;.製の自主イ{のII[能性がある.

自主打机は胤化が許しいためは ョ主 リ判lらないが、寄与資料として提示した。現イ1'1毛3.9cm、'Tl，i4.5cm、J1t
さ3.6側、 rr(さ79gをifiiJる。39は安山Y;製の航行の可能性がある。i岐.rr棋はj此{じが押しいためはっきり 判

らないが、参与資料として弛ぷした。具合民3.7cm、川4.1('m、JIJ.さ3.8cm、ofiさ59gをal'Jる。

}f~:? 1 (40・4J) 40は安山社製のJfHiである.4ゥj叶にl自uriが体4され、作んだ抗跡か認められるため、

tl'ィiとして松川したIIf能性む与えられる。J凡イ11d6.3cm、I附12.9cm、j吹き7.0cm、if(さに780gを測る.

41はH古川色をいした止:氏自製めjがわ である。 2 ゥ l肝にIî寺 lúiがイi官認されるが、 IlhJ~IIJI日は 1"1 ，11，のある n然闘

であゐ。 J)L{J. b:8 . 6c01、申MlO.Ocm、)I/.さ10.9cm、。kさ1.386gをd{'Jる。今111111¥ 1:した1111¥ーの玄武れである。

ボIVJli山 (42・43) 42は悦版Y;-仰のイ{村である"'1'央官ISにノミ泌が限必される。恥イ1・Lと10.4cm‘師

~.6c01、!引き 2.2c01 、 mさ 94gをiWJる。ノト11111111:したufl;.の1脳死析である。 43は安111~'i n，1!!のイ i ~.~ で、風化

が片しい。全luiに杭成を受け、 -ms非常に強〈焼成を受けている部分が必められるω 現(i=長7.0('01、中日
5.4cm、りさ4.5cm、虫さ124gを測る。

-49-



.4<11'1棺刷A貧困

SK05崩落土 (Fig.49、Pla.28) 

土師器

銀(1) 1 I紋部の破片で、1I跡部はIri屯気

味に \f.お上がり )J巴}'J.する 。 体~m外!日はナデ

I~~盤、休部内 l(riは悦ナデjV'd純である。 色il1:J 町 。

は IIJJ続色をふi し、 JJ台上は金事Hb'){~l技 iIiに台

み、砂軌子が多品に合まれる。焼成はやや

良好である。

磁器

碗(2) 比込み部分は糊のカキ1&りが地さ

IOcm 
1
 
1
1
 

1
1
 

¥ 
醸ター

玉2 ，
Fig .49 SK05崩落土出土土器実測図(1/3)

l:釧(1) 何)J;trl内26.()crnを制IJる。休部外 ? 
I(JIは航刷l.H、斜めJi向のXllijBlliJ，'，j幣で、
色Iß，~は体行IS内 l削・が淡版也、休部外削はlリJIポ Fig .50 SK06出土土器実測図 (1/3)

色を泣する。 j的1:にそ校1:.1法・J'J色料 子少1，(;守み、焼成は良好。
鉢 (2) 1 1 *，*msの峨)'，'で、11枇端部はやや|人j何lする。体部外而には部〈慨がイナ泊し、色制は体的i外IHI
がIrt.m色、体部内1(Ijは札栂色をふiする。IJii1:1.l.令官時 ・1'1色粒子を微M1干み、跳ね見はJ:t~f-である。 時4~~

が部<ftヒげられているため、 tiT-怖ではないかと与えられるa

須恵器

製 (3) JJluJ msの一部で、外I市は平行1111 き、 一部を lビ栴円1I さ、 内!日iよ ïll. ~flli]きを品iす。 色111，'，jは決以lT

色を出し、船 1'"志村逃さ れている 。 焼成はl~Hである。

陶器

鉢 (4) 1 1紋加の・部で、鉄柄hを地す。脈上は粘選されており、仇成lよ良好である‘.

SK08 (Fig.51、Pla.29) SK08 

で官廿杭杭:r抗仇今てt1り) 1円叩lは哨糊柵品紋鮒酬…求針州附i部伽附耶伽附の州般門 11昨t紋削叩…求州州州州封叫酬酬叩i附剛刷怖削削は…立却折7
はj淡災担色をI(!.し、)J胎i恰台 tlはよ角閃イ行i. 1山'11色色E弘a車枕q_J'-を少凪f合守む。 地成lはまややn好の -

SK09 (Fig.51、Pla.29)

土師器

小肌 (1) 促以lな俺6.4cmを測る。色聞は礼白色で、 胎 1:は金出i法・白色粒下を

~)It( l1l:に合む。外践は糸切り で、 地l此は不良である。

SK25 (Fig. 52、Tla.29)

土師器

SK06 (Fig. 50、Pla.29)

土師器

十五て -f-::
100m 
d 

SK09 
と三プン1、¥一

L-ー 54m

Fig .51 SK08・09
出土土器実測図(1/3)

不明ヒ製品(1-3) 1は虫さ6.7gをatIJる。色調は乳白色を呈し、胎士は4TZ町を微1，(1ニ合むが、制選
されている。焼成は良好。 2は爪さ10.8gをdJlJる。b珂は嘘字Lsを2し、 "J色粒下をお制止にp，-む。地j此
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SK25 

はfHr. 郎、$$.分が付着しているのが観察される。3は部さ
7.5 g を îlllJ る 。 色。~'Jは 1炎慣色を出し、胎 1:は車内;~されている 。

焼成はn~九 一郎、鉄分がイ・J. "vfL、2次娩l此む叫然される"
繭泉熊系膏磁

φ-
0， 乙~ 3
|舎一

倒 (4) I I 紬百1)の破片.-c-、 {本l~IS外 I(riI.L 'd;丈fi?と)'，削彫りの刷

出いj弘弁が地される。Ilf;1ニ，.t*'" ;î1lされておリ、y\1ゎ 、紙色の~IIIが

地されるれ仇成はJ'!~{，o 

5K25-1層 (Fig.52、Pla.29)

鉄器

イミ"JJ鉱製M，(1) 不定!日なj惨を出している 。 'T(~ 16.6g を測

る 。 ~Hfか。

5K26 (Fig. 53、Pla.29) 

欄泉繍系膏磁

作か(1) 御Il̂'l任lO.OcmをilliJる，rt紋fflH.lI"Jに折り泡しており、胎1:は村

選されていゐ。怖い緋色の治ItがbU1されている。焼成IJ.IHf.。
満

5010-12届 (Fig.54、Pla.30)

石器

品kイ，(1) 安1 1 1 '1 ;'制の他行である。 1 '. 1、:11"j~;h! l'mに比ぇゐ ))11 1.についてはは コ

さり'tIJらないえ八nr-1"1{ldJ<1J，られるため航行として他川したり自酢Lがあゐ。
羽({1ぇ8.4('m、'TI，14.4cm、J'jさ3.1 cm， 'R ~ 141 gをilliJる。
5010-13層 (Fig.55、ドla.30)

石器

。
包司.占ーー.. 

¥一一-1-71 
Fig .53 5024、5K26

出土遺物実測図 (1/3)

I~H r( I ) 宮山川加のJff.fiである。 2ぅ所にj軒1(11が(1ft・4される。JJLイf[x.:1:3. lcm、

申M!L4t'm、)'/さ5.0l'01、'Rさ767fI.ルiUlJる。
融イ， (2) 官山Y;製の拙イiであゐ 1: 1、Ii"J Y~H~~に比える )JII J'についてはrrr. 
の1"1，11，がはられるため、融行として山川 した"T能性があるの.m有民12.lcOl、 ITItl
2.9('m、Jtjさ:L4cm、1ftさ250gをiWJゐ。

5024 (Fig. 53、Pla.29) 

。
陶器

鉢(1) 肥，jij系の鉢で、 11紙日ISの破)"て'ある。 色IJ.'~ は決紫-1L色を iii し、 Ilfì 1. 

Fig，54 5010-12層

出土石器実測図(1/3)

iよ f，'1選されている。脱j此l;t l~~J'n

5030 (Fi符.56、P1a.:iO) 

土師器

小Il!l(1) 1は何}J;t1 1径7.4('m、出
，':!j 1. 4 cm、Jit:任6.2C'mを削IJ.る‘色訓
は抑手し(巳を 'i1 し、，~\I盟は li~i瑞のた

め不111]である ω 胎 lては村選されて

ねり、脱成はjミ!J;{。外J!"t:は糸切り
である。2I.;t.iWJ;lJiHf.6， ()Clllをjjlllる。
色I>>，'Jは将礼色~. '，¥.する“，J.'J替はイミ

lリlで、外J/Eは糸切りで";j>る。IlfiIて

は車内避されており、脱!北は良針。

llll (:i・4) 3は復胤成任10.0('m

をiltiJる。色刷は乳棺色をJAし、，J.'J

0， 
。 10cm 

Fig .55 5010-13層出土石器実測図(1/3)
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鴨lよ不明である。IJ台七は合主同を倣iltに含むが、 fl't選されている。仇¥一一上二-;;;)人ーよ:とこ久
J此はn~J'で、外庇I;t糸凶りである。 4 は似Jj;U1 fモ14.2cm、時tli2.2cm、 1 -----~- 2 

成径11.6cm を刻IJ る e 色調は乳( 1 色を:泣い胎 kは金~ I珪を微lJl合むが、 ¥ ト一一ー」グ3

相迦されているω lif判長はj利減のため不明で、外)/~，土糸凶りである。 焼

呼 (5. 6) 5山山If王12.8肌削2.5畑、山10.0仰をiU比又三三三五4dJ品は良H・0

色J~Iよ位色を 1 し、!的上はあi'r遣されてい7.J 11 iV~戦はl持i械のため不1りl で、

;脆J~は良針。 6 ，よ従m{n傑1l.0cm、僻刈2.8cm、政筏8.0("mをitIリる。色
rO，'，J(止乳IJ1色を日L、))fiJ:は令官I法を微1，]:含むが、車内j盟されている。，];'，J

挫は前減のためボ'UJで、外JiEは糸切リであるω 焼成は良好n

瓦質土器

火鉢 (7) IJH古1Iの -811で、休部外 l耐に 2条の H~，付突怖を地し、花誕

文の伝IJおIJ/)~j血されている 。 |何ITtHよナデ，J，'J栴である。)Jfì 1:は1'1色机子・
令']11ψを微:，1:1ニ合むが、車内巡されている。仇成は良好。

銅製品

純白 (8) 一部欠mしているが、寛永:iJll演と刻、われるの
井戸

唱、"1tI~町直情

SE15 (Fig. 57、Pla.30)

土師器

小IJll(1) fWJ丸山佳6.4むmをilltJ
る.体作IS内外r(riのiJIJ鴨はl円減の
たでめ不明である。色IDI，11よ手Uu
色合B11し、 l的1:1よ桁'1)越されてい

る.焼成は良好でめゐ。

J(-(2・3) 2は1WJ;(Ii f業11.8

\ - 1-~ð. 

℃二~2.

l雪量 8叫
。-，.--..-ーー，._..-】ー，

ー面高

Fig.56 S030 

出土遺物実測図(1/2・1/3)

)d1ρ ¥」二二;ノ
~.-(， 

-T7三rz
側、時仰 2側、山内8.0cmをHill¥ i 汐
る.iJ，'J整は!岱減ためイ"リ!なとよ ト ー 3

ろが~いが、 1 1 融持11は柿ナデ訓

特である。色，削は乳峨色を¥:し、 ず 、/) 一

杭成は良好である。3は似即応 //  

筏)O.OcmをiUilる。内外耐のa刷物 ， ，'7 4 
iよ航ナデで、外ほは糸切りであ

る。 色淵は~~&を Jl. し、焼JJ比は

良好であるの令体がj叫<fJ: 1:げ
られている。

瓦質土器

鉢 (4・5) 4は1t*，次郎の破片
で、色I~~は淡灰色を泣するø 111i 

ヒは 1'1 色粒子を微J，l:1>，-み、 ~'E. J此

は品好である。 5は但l瓜rI f~ 
30.0emを測る。色刷はun灰色を
1し、 IJ合上はイ伝説LU:.(1色杭子

を{般五 l:~む。 体;~IS外 tf，îに神状に

よる線刻が脱出される。地成は

l~Ú子である。

、、

?
 

/〆 B

くて 一平三三
Fig.57 SE15出土土器実測図(1/3)
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φ目11匝町a・・

須恵器

鉢 (6-12) 6は1W';UI内2R.4cm~ìJIIJ;る。 1 : 1総背1Iの舵Kで、Iï結端部は n然柚がかかゐ。 内外面は倒ナ

デlJ.'.J紗で、~，J，'~は J火色をい-~る JJ合1.は I~1色机.{'を微日に合み、地I}<;はUIJ.}て・あゐ.， 点捕系。7は抱肱

IHモ30.6('01をiUlJるo1 1 結部の破g- で、に1紋端部は 1'1 然~hがかかる。体部内外Ift lは愉ヅ デ捌がで、色調lよ

j氏色~ 'I!.ずる。 IJfîムは白色村 r~1)~Mに合み、仇j北は良好であるの*冊系。 れよ IJ品川1Iの椛)"で、 11鯨

端部I;J.I'l熱戦11がかかゐ。休日11内外l7rili柚jア訓核て¥色n1tdliJ天色を泣する。JJfj1:はあ'ri1.!lさil、位l北l士山

~L 9はr1紬自1Iの峨)'，'で、 r1 紋~IMffIIU."1然治Irがかかる 休部内外IfIi'.i愉 r7f向械で、色I~，'dは快.色を ~Ilーす

ゐ。 )Ifi上tt1'1色料 Fを微1，1含み、仇J&はJHL1()は11紋;刊の破片である，f~mSI人l外 1(11は仙ナテi;):.)瞥で、

色，Jl，Jは版色を'けする Jlfi 1-.はr'I色純子を微I，tに合み、仇Il民は良M Ji 11鉢。l11if¥1 JJ;Ui(任l().OcmをiJ[lJ.る
体制i内外1M1.1ナテ，J[，J桜で、色:州はjポ色を f，!ずる句 休部外lfilJi~:rJ1付近ド妹がHliし、胎 l'は1'I色粒子を少

lti 合むe 仇j誕は良好でヤある 12は向叫tlJ1.1f6 . ()cm を首IIJ る 。 体部内外ffril土 Fテ ，J，'d僚で、 ~N，~IJ.Oì'1灰色をJti

j ゐ 。 休日11外 l{rÎに慨が付消し、 11合1.は 1:' 色枇 f を i敢 111に~むー 娩u2;はl~~{ である。

SE20 ( Fi~.58 ・ 59， Pla.30-;{2) 

弥生土器

投 (38) I/~ ;，mの -msである。色，JldIt7炎礼的色争?し、 j的1:1よ"1色村子今少lA含む。体ms内外1M1よ附減

のためイミlリjであるが、ナデ，J，'，j棋と胤われる。悦1&はやペサミ針。

土師器

小H札(1-16) 11よ1J 内8.:km、加，'，'Ijl.:km、)i(何6.2('111を削る。色IJ，'J'よ礼1'1色合'(1し、Jlfi1 :は令コ~:I祉を

11投1，1に合むが、 MJ躍されていゐ 体ms外1MI.t W( )-デ、体m~内 1(11 は fi，~ )-デ、サデ，J.lJ 1，~である 外)j・μt糸切

り で、松状l l~叫が必められる。 娩JJll:は nUJ.21土Iïi'f.8. O('m、~~，¥'，'j] . :km、山内5.8('01をi!llJる。色iJ，'，Jは，ffi色

をVし、合出l弘・1'1色村fを微1(;'1'>."む。 体行11外 IMIJ仙ナテ、休部IJ~1(11'よ仙)-'7・、 j 守 J内需である。外Jt~

U糸凶りで、 Hi状JI :~'iが必められゐ"枇j此IJ. H"J ;{は111長R.4C'm、日是正lj1. 3t'n1、!庄作7.5('mを1Ilリる 色。J:~

は相手L色を?し、金'Blヰ・I'I(引な子を微;，1ftむ 体部外1(11は鉄分の十j"...i(fIJ(~.!.ら Jl、J判例よ#:tal外1/11が蝋

ナデ、{本 ffll内 1(11 は楠ナデ、ナデ，~f~純である 仇IJ~はlH('. 4 はlI íモ8.3('m、日':~'\':J].5側、 liC何6.7('01をilllJるの

色，J，'d'よ乳位色をVし、11合Lは仙沼されている。仏部外1(11は附サテ、体部内1(11'.t倒ナプ、}テJ.'J照である。

仇成I.t.良好 5 I土11t子8 . 0('111、日:~i\，:j1. 6('111、I/H長6.1cmを測る 色t絹I.tlIL舟色を出し、 Jlfi1.は金コミiリ・1'1色
村 fを微 loiに合むが、 t~i.Ì1Jì ~れていゐ。 休ms外 I(U'よ仙ナデ、休部内 I{IÎ1.1:柿サデ、サデ，J!J明て'ある 外)it
lよ糸ωりで、 仇!創立以針。6は11if7 .5('m、加(¥'，)1.2(.:m、JiH'f.6.3cmをilllJゐe 色，)，'，J1.1: 7炎H1!1し~を '11 し、体部

外1(11IJ.Hitナデ、体ms内的II.t -)-デと札lわ JL ゐ 。 外)J'~U.糸 I;JJ1)で、 此成lよIH九 7は11 ff.R. ()州、時，\'，~l.6cm、

)JH~5 . 9('m を iltlJ ゐ 。 色I州は:7L柿色をう!ーし、 )Jfl LLi 1'1也事¥'1.r-を微I，tに合む。体作IS外1Mli机十γ、体制)1付l(jjは、

Ütt サ f、ナデI~，'J快でわる n 外出lよ糸ω り で、 似状)1:叫が必められる也仇此li良川信川北 Il í子7.7('m 、 ~:~I~'，'í

1.5cm、応何6.lCIIIを訓Ijる。色，lIl.Htr，炎ぬ才し(与を'，!.し、 Ilfiしは合淀川 ・1'1色料子を{肢はに合む。休部外耐は

仙 Fテ、 体日III)~1(;1は峨サデ、 介ナ，JI，J幣で弘ある。外出lよ糸切り で、板状JL泌がiaめられゐ。総!此iよ良Ilf.。
9 IJ fll lJ;~ 11 ?モ8.4('111、i*fρ'jl.4cm、Ji(何6.tlcm (t' iUijるe 色IJ/Jは礼服色争'lLし、)JfiUl'"色料トイ'u."1j:1ψを微
jtiに合む。休部外IAIは仙ナデ、 体行ISI付，fIil.t峨 )'i、サ デfJ，'.)怖である 外)J'Uよ糸切り で、 仇~~n:tfilJ(，iめ

らiLるe 仇成は良針。 10は1J ff.:8 . 2cm、 ~~j，uj] • 5l'm、内向6.5cmをislJるι 色。J，'，jは険加色をうlし、 IIti1ょは 1t1~

H~ *，少 14合む。 体ml外1(1 1 は椴サ デ、 体部内 1(Ijは臥ナデ、ナデ1~~Jtl~である 。 外j広 lよ糸凶りで、似状fI:痕か

u2.められゐ，焼JJI1:は良好 11は但IWI lモ8.0('m、日:hi.日 .6cm、 li~'(を6.4cOlを lHlJ ゐ，色，J，'dはm~L色を!日し、 If;

l'は合計1lJ-をii比Eiに合むが、 .f，'t逃されている 体ml内外的iは般ナデi調暢て・あゐ。 外JJ'~は糸切りで、桃JJ~

li JH{.o 121H足以 n~を8.4側、日誌，\~j l .Scm、fJH削 .4cmを訓IJゐ。色刷lよ字L.fn色.i: '，¥し、町i1.は中"I~されてい
る n 体自IS内外I(Ùlよ拙 FデiJ，'J轄で、外Jlfは糸W りである。 仇j創立l~H 13は1~IJ;(r 1作7.6f・111、時，'，'El.4CIl1、

Jif:何5.8酬をil1lJゐ!色;V.'，Jは乳特色を'，!.し、 )JfiI:IHt'll:盟 さ れている。 体fflll人l外 1(Ijは仙ナデ，ø，'J~である。外庇

は糸切りで、 脱成は良好である。l4'i 1¥LJJ;u 11m. 4cm、船山1.2cm、j担任5.8emをiJlljb。色iJ，'Jは手L"I~を日

し、 JI合 1 :は金主吋を i粒祉に合むが、 Mi1llされている. 体日11内外面iは航ナデ;，，~怖である。外政lよ糸切りで、

焼成はl~ f;fo 15は従IJjtiJ尚8.4clO、日l);IUjl.5cm，JJHf:7.4cmをiUiJる句色調は礼的色をうtし、胎 1:は打(i起され
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.，.111 ~Ii;ll ，'同

て いる 。 体部内外I(Ii!J)持減のため凋耕不lりj であゐ。 焼成は良~Ja 16はfll1Ji(日間10.0rm、時，'，':jl. fiC'rn、j成
径7.8cmを1Mる。色iUTJは年L喧色を52し、 )J(i1:は車両選されている。体主rs外Illiti梢ナデ、 体部内げrII訂作減のた

め澗耕不明である。外1庄は糸切り で、焼j此は良好。

呼(17-35) 17は庇箆9.6clß を測る。 ~，il.'J は乳1'1色を.!.ilし、休部内外而iは櫛ナデ凋絡である。 l的 lこは

村選されている。 外J，l~1よ糸切り で、焼成は良好。 1 8は 11俺12.8側、時，\'，Ç2.9-3 .2cm 、 l居住8.3<:111 を in~ る "

色調は械栂礼色を旦し、体部内外l前は椴ナデ酬明である。 肘;七はn色村 f'金"1t:，沙を微I，t含む。枇成は
良好。 191よ 11 径12 . 7cm、時向3. 1cl目、政径8.2CíI1をiJlIJゐ 。 色ii1~Jは淡乳股色を2し、体部内外而は備ナデru:.j

略である。)J合kはII色粒子 ・金持母を微1iJ:に合む。外/if:は糸切り で、 似状).t:痕が，ilめられる。焼成はや

や良針。 20は 11 1烹12.2cm、時，\'fi3.4cm 、 Il~{荒9.0仰を ìllリる 。 色』仰は崎色を 'J~ し、 体部内外!日は備ナデ、ナ

デi訓挫である 。 )1台上は 1'1色料 j巳 ・ 金"1t 1立 を微Mに合む。 外!/{;は糸凶り で、似~ÂL正叫が必められるの 椛j北

は j込針。 21は従)~t11径12.0cm、

て=で己正ヲ1

又一一E -=グ2

ぞ --亡二42ヲ

〈 トーー/ク

寸-τ二万
E三ヲ

てこヒ=J7
ケトーイ

てートーJク

」二二ヨーーグ

人一三戸二ヲ

\ーコ:ご亡~2

巳ζコ三こグ13

℃一←とc::::グ14

てコヨヲ 15

、二三t:二J~8 
o 10cm 
」ー・・ーーーー・ A 

¥ーよウてJ-~2. 
""-=ーー 竺 ¥:=OJ ::~。
¥ー」J Lニd:rd 

¥一一_l::ζ二二ク'

1b=4二:Cニタ35
¥ 1 // 1 

] 己 3 己
¥三τlヱJ J 3B 

¥ごLJ 受 j

¥」て2
J ¥_1:aa 

¥ヒ士一」;7"、タ，-:-:!. 
Fig.58 SE20出土土器実測図 (1/3)
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色粒 fを微U1.に合む。 体~~II内外 l市 1;1拙ナデ、ナデ$.1曹をである の 外出は糸切り で、組状IJ-:棋をæめる。 焼

成はやや良好。 22は Ul.JJHI問13.0側、時，\'，S3.2側、 j必符8.5cmを測る。 色ilI~は位礼i'I~を :il し、胎上は金

主l球a'微祉に合む。体部内外rfril土品ナデw，'，)盤であるω 外成l土糸切りで焼成はややJミ/.JJ.23は制限111世
12.0cl町、知1\'~3 .3('m、 j担保8.5cmを測る。色Jよjは礼位色を 'A し、 J附上は金'/;11): • (1 色粒子を1制It~干む。 体

mwサ外 Ifrili拙ナデ、ナデIJ;~轄である。 外!花は糸切りで、地成は良好。 24 は出/J;(I 1 f壬13.0clII、時，'，')j3.3cm、

j屯径8.5仰をiUIIる。色』凋は.:fLu色を1し、 JJTiJ二は"J1逃さ札ている。体llll内外的iは{l，'1ナデlv，'，j盟である.外JJ;(:.

は糸1;1)1) で、焼成はややl~Hn 25は花lIJ;C1 1 ffdZ. 4cm、器(，)3.1cm、Jif:符8.5cmをiWIゐ。色IJk)lj:才Lt'l色を q

し、 IIfijこは粘選されている。 休邸内外lfiH材質ナデ、ナデIJ[~燃であゐ。 外向は糸切りで、焼成は凡針。 26

lよ但似11向12Acm、出，\~i3.Ocrn、J)x1lf.:8.6cmを測る。色，J.H.Hi1色をI13し、 JJ台1:は命J[.f効を微此に1tむ。

体n~内外ITii'よ柿十デW~J披て・ある " 外庇は糸切りで、焼成はHUu 27は 11.111;(1 11を12 . 4cm、 a:~，'::j 3 . Oc帆 j屯任

8.4cnl を測るω 色刑lよ礼砲色を~-I-~ し、 ~;H:時を微Mに含む. 体邸内外聞は撒ナデ澗1慢でめる。外向lよ糸切

り で、 位j此 i土良好。 ~8は t\l JJill 1 伊~n.4(;1II、W.~f~可3.50肌 }ll: i壬8 .6cm を ìlliJ る。色。，'Mは淡特色を 'A し、 11台1.は
r'I色事，'[・j二 ・ 金~IU を微鼠含む・0 休部内外出iは!研減のため不明である。 外脱I.t糸切り で、枇j品は良針。 29

は花ifJill11を1].6clll 、 a:~ ，\'53. 7cm、 Ji~1制 .5聞を illll.:;， ω 色rJ:Hi乳1' 1 色を:A し、 /1台 l二は令官l訟を微i止に合む。

体ml内外liliは楠ナテ日.'tI幣である。 外出は糸切り で、 仇成は良灯・30は制限[11玉10.6cm、2器品1品fC'J口『

f伶官'f!.7.8('叩mを測る。 色IJIH.un-色を 'I~ し、 }Ifì 仁は (1色粒了を 11制11:μ 合む。 休部内外1Mはj円減のため凋幣不l!rlで

ある。仇j此はややjミ好。 :uはfU IJiUJ主任8.4('10 を iJtlI る 。 色，J，'Ht乳i'I色を fl~ し、 )I{ì I'IJ.令~jtI妙・i'lC!!.判子を

微l止合むの体{fI1内外I{IIIよ仙ナデ訓持であ る 。 外向は糸切りで、似状}， I:痕がi認められる。 脱Ii.記 l止 l~Ho 32 

lj. l~JJ;lJrH'Þ.8 . 6cm を測ゐ。 色í~'，Jは1LI'10Æ'I!.し、 ntiUよ金山町を1;投川frむ。体tflSI付外而は桃サ デiJlJ慢であ

る。外政は糸切りで、仇j此lよjミ針。33はt¥in;u/t; r~8. 6cmをiJIリる。色iO:4は乳(Isをふ1し、 llfiUよ粘~され
て いるe 体部外1(1i(j，備ナデ訓格、休部内 Iftiは削減のため品l犠不lりlである。 外脱は糸凶リで、肱l此lよl~H"

:l4は払uw/rflf.;9 . OCII1を ìJllJ る 。 色IJ:山本m.qし{与を 'I ~. し、 Ilf; しは金主lリ・ 1'1 色粒子を微!止合む。 休日1I内外而μ

撒ナデi測帳であるの 外胞は糸切り で、焼成は l込 ~f'n 35は IWJ~lJi~ f~8. 3cmを測る。色ilf!J'よ才L('1 (!!.を'11.し、

II(i Iこは"1色料f-を微M合むυ体育11内外Ifri，よ償ナデt向特でわる。 外I)'~'よ糸切りで、板状IJ-:艇が，也められる。

脱J北はやや良好である。

伸:Ikl.拠品 (36) 収作j主6.2clO

を iU'J る。色，J，'，Jは淡~~茶色を 'A し、

}lfiJ:は"1(日骨子・f(JI刈イ{を多~Itに

pt-む。 断1Mは|拘)L)j)~ を日し、 4.2

cm を il!lJ る ー 対~I北はJlU1-て"mさ
134符をiJllJる。

イ州l上製品 (:17) 色IJ，'Jは決沼早し

色を'，!し、 11向上は金五時・1'1色料

fを1)推計合んでいるが、車内j'mされ

ている。脱成は良好で、if(さ19.3

gをil1リる。

時泉窯系青磁

腕(39) ~mr ， 伐11.6cmをilllJゐ

外lilìに姉j![弁をJA'i くもので、 tt~い

1'1鮎色め病11が地きれる。llfiJ: Iよ相

~されておリ、焼成は1~~{'. I -5 

b制。

石器

不明石排 (40) 安山計製の石材

である。イf材令1(liに焼I北が観察さ

。 101:1冒

Fig .59 SE20出土石器実測図 (1/3)
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"01 I幌町唱同

れる旬以L(i ~lO . 9CJm 、 l~írìl2.4畑、以さ11.6cm、mさ1.366gをiIllJゐ
i技イi(41-43) 41は官 III~'}~の仙ィ7である可能性があり、参与資料として提示したの 舷打叫lよ j乱fじが

皆しいためは勺さ リ¥rlJらないが、外而の・msに肱!此が陣。認される命現 (t:U:8.1cm、111民7.4('m.)日さ5.8clfI，

，[(さ500g を ìUlJ る 。 42は'ムユ1 1 1 計製の荷主打てすE る IIJ能性があり、事考資料としてもll.iJ~ した。 j孔fじが片しい

ためは勺急リわからない。全体を}汗イ[として(古川した "1'能性も与えられ、現，u]<6.5cm、111民6.0cm、厚さ

4.8cm、 4 さ ~J5p;をinrJる.43は安山町製の拙わである。 風化が汗しいが |二下Ilhj端部に 1:~~~T4.広が限必され

る 。 現存lミ9. 1cll1、 lþ/.l~.1cll1、 )'1=さ3.0c.'1TI、，[(さ]46gをi則るn

SE35 (Fig.60、Pla.32・33)

土師器

J-:鍋(1.2) 1 は 1 1制部の叫)'，'で、 I I H端部は折り返し てj~枇状につくる 色調は体持1)外而がH日J忠也、

体部内ItJiは淡符茶色を日するの休部外的jはナデ訓l特で、 . ff[SIょ叫が十j'A'fする。)!ti1二は1lj~ nJ: ・ PII~Jイ[ ・

II 色料子を少:，;.:>，み、焼j北はl~H" 21よ11倣郁の岐)¥.で、 11触端部11折 1);弘しによって五紙状をつくる

色調は体部外1Mが1I1'1m色、体1~~ 1人~ 1mは城崎色を !止し、体ms外1/11はナデrJ.~轄である。 Jlfl Iこは令宍!な.f(J I刈

イJ.白色批 (-を倣l，l合み、地成はi込H，

須恵器

設 (:J) ~Mmの一書IS である。 色I~'，J 'よ体部外lúiカl llfý灰色、体制i内耐11淡紫j火色を:iiする 体罰IS外Ifri'よ悦

ナデ、平行"11~ 、休部|付 Ifiîlt ，j1~ナデ、ナデ、 luJ I心PJ :I止の 1I11~ でめる。 )J(î Iては車内越され、 t!è l1k.は J~~九

SE40 (Fig.61、1'1<1. :~:~) 

土師器

ヂlリJJ'.製品(1) 制lJil作2.8-3.0clI1、I'!さ0.6('01をilllJゐ。 '1'央;付近に穿イしが脱出され、瓜さ2.3gをilliJる

、、

， ， 

一小 100m 

-ーー
Fig.60 SE35出土土器提測図 (1/3)

不明遺構

SX13 (Fip;.62、Pla.33)

土師器

仲状 |二製品(]) 伐存俺7.2l~m ~ iJliJるの色『州は必特色を11し、 10cm 
2次焼成を受けている。形状は 4角村;で‘1(1制的に妊びる |断1M I:õ;.r十十~-I

は附九}J)践を与iしており、 2.5-2.9cmを測る。JlfiJ-.は令官
Ilj: . f{J rXJ行 ・ ド ! 色机下を微{lに合み、桃山l:t比針。 {~さ 61. 3

uをiUiJる。

イミ Ilfl 仁~M， (2) 色，J.'.Iは淡乳色を 11し、 JJtiUよ粘i却されて

いる。一部、線車IJ らしい部分もみられる。地j品は l~ I;Jで、 iI1

さ41.4gをiUlJる。

SX23 (Fig. 63、Pla.33)

石器

1犠打(l. 2) 1は安山計制のI技イ{である。風化が押しいが

パ
U
Cコこ 1

o 3 cm 

Fig.61 

SE40出土土器

実測図 (1/2)

百]，
]亡コ:

Fig.62 SX13出土土器実測図 (1/3)

Fig .63 SX23出土右器実測図(1/3)
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~t 汗に i峨打4l~1;< rra: ，~される。 m(J:此4Ac肌 IÞM3.8cm、 J'l. さ 3.6cm、 m さ 74 SX27 1、 1 SX29/f士、

g を illtJ る 。~ 1.1 '~: ltl J(:'製の敵イ 1 でめる 可能性がある .. )!fl~化が汗ぃ、ため上 jhbL 1 6議論ー
川端部に比える)JII1 :については打 |州内が附される。制民~.7肌 ー縦納ー I --..コ士土
似恥削仰山，¥花削i氾ω2ω9伽仰、 厚肘叩さ幻2.2cm，肌m臥、 肘印2川9gをil制川u
SX27 (Fiほg.6削4、l門3斗la.33幻) ナ二 l 

鉄器 ~ 2 i ~ 三cm
伽(1) 不定j惨なj悦 jiiしている.. 1l1~ 92.2付制。仰か。 」 J 1 1

SX29 (Fig. 64、Pla.33) 

鉄器

鉱汗(1) 不定}[~な j陪を 1している。 況さ 31. 4 g今測る 鉱怖かa

SX31 (Fig. 65、Pla.33)

土師器

Fig.64 SX27・29出土鉄器
実測図(1/3)

実物遺土

d

一lI
l

l

i

-

-

刈

羽
一削
八一

1(>(1) t~JW/~作7.0聞を測る ， 色，J，IJはほ!7L~を!jlし、 Iß.'.J棋

は市減のためイ'; 11)1 で、 外)，.'1; 1よ糸切りである。胎 仁は合~t: 1弘・

['1色料 r.を微;ltにP1h，焼J&はlHfーである。 SX32

十鍋 (2) 1' 1 融行ISの破)~.で、 11 t-*端部は折 リ 返して1:.枇状

をつくるの 色，J，'Jは休部外IlJiがlIi'f~，~\色、体 f'iIS内 1MIよ茶拘色を'11.

する。体l1IS外1(11に妹か全luiに什消し、 Iltit:はく青山町 ・ftJIXI 

イ 1 ・ 1'1 C!!が'[(を微Jì'cl二f?むa 跳J&I :t. l~ !lf引

鉄器

~1沖 (3) 椀}~'!の鉱rtである~mさ 268gを!UlJゐ，

SX32 (Fig. 65、PI<I.33)

土師器

くコ
SP03-1" I SP04 

ボlりJL製品(1) 町長任2.2仰を測る。色。刈は減収叫を}j'¥，L.，肋 1:は車内 ごーア万一日| 命令
i盟主れている 。 航IJ~'Jやや品川。 市さ 5.2gをiWJる。 !ご及川 /) .IIIIIIII~\I~ 1 %')t1f 

z;斗 (日底的) 叫 lm15pb1
土師器

鉢 (1) ['1*次郎の 部で、 休部|人jげ11はず|め}JlI，JのAtliJt ll ，~，'d)格、体部外げ11
は縦i;O削tIIIJ.'J帆て'ある" 色i~I，JU!7Lm 色で、 /lfî Uift'1.i越されており、焼成1.:1.

lHfであゐ。

SP04 ( Fig.66、 Pla ， 3:~ )

土師器

イミIYJl.制1'11'1(1) 色刷i土手L.ffi'色~決灰色で、"台こ|二は制i聾されている ~ jI J 

形をE71するM-iAで、 rll央部分には川1"1カサLられる。 Aさは7.1gをiJ(iJる.
衷採 (Fig.67、J>la. ~n) 

土師器

設(1) 1 I tJ: 111)の破)'1・で、色iJ~I jj， t投手L(与を2 し、 l~制作は Fデである。 Iffì
i二はn色料 fを多:，1'1>."む，仇成は良好である，
(4)小結

iさ安なj立柿と泌物についてまとめる。
:) I~戸について

狭い崎1mのIJ，~1f.にもかかわれ JI:jï を 4 )t (t'(~ ，:2.した やIIれも、)t，I枠lよ

伴，iZされていないので+-:~<<刷りのn， iと判断される g

SE20からは弥'1:.仁掠l点が/1¥Lしている。悶辺i立跡である水1]正l次j立跡、

Fig.66 SP03-1層 ・04

出土土器実測図(1/3)

o 10cm 
』 E 同-r--.o" .... ~ I _， 
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Fig.67 袈採土器

実測図 (1/3)



本111111<・r，1随

水川fJ1紗ノ脇j立跡からは弥セ時代rjl別後半~終ぶを rjl心としたitt~崎やi立物を屈めているものの、吋Jr.ll年

l天内lニJ)I;、て弥生時代的地t，Vj.I土佐必されていなu、。J-11!rJlとして考えられるのは、 rlr IU=から地代における
桃作や造成等といった k地平IjJlH..:よョて、大ITMなI'jリポが行われたuf1ig'陀がある。)1二Iiの枇終Jtll没は]4-15 
IIHl.!凶であろう。

ィ，)ザJm榊について
』向ff.I:t{I'-f止で検[1\ したSX~8 ・ 29 ・ 34 ・ a31.t. 、 il'H品検 II\II~においてf~[状にロームブロックを ~'l;lに今

んだJlH1:であ )f::. 0 .IJL状カ'111であ j たためトラクターによる帥作の叫跡である 1I]fIM'I:b J;えらJLるが、

泣拙である IIJ能性bj1f定でさないので、今1111はイミilJlil1~P~ として欄fりしたむのであるe

不明江i柚 (SXB) からは柿状 1 :製品カ汁I~ 1 -- した伶 材、松 1:~ r'，7，は、 dJ 内のi立跡からも故例の槻t与がある

が、JJ!イLのところ削注については不l引である。今後、資料の梢)Jllによって19Jらかにされるニとであろうの

鉄時について

SK25ーI刷、 SX27・29・31からは鉄時(鉱作 ・鉱作)が倣.'.'，(<<fl'泌さtLた ， イIII~1も制先11;)，r，'，I，で11¥ -ヒし

ていたよとに気〆Jいていなかったため lA)~サンプルを採取しておらず、分~Jf をftっていない。このため、

錦地地説(鍛治?)ド|則辿サる i監物かとうかは判断し剣I:~、が、 j，'J辺に鈎Jtôm設が(r:{J fるIIJ能性はある
であろう。見!に、糾i立に|則しては水の1mi足・か必県と4'えらiLるが、巾I調布[，zからは)I・IIか4Jr4{t'(~必され

ており、その必'};:fl:が仇捌きれる泣附とも叫え 1¥i しよう

(告書 号文献)

筑後di教'(j 愛 l~会 2000 
"， 11トよ時御f究会 1995 
筑後rlI!t嗣f， ~U会 1997 
峨川町次郎 ・ ~川魁 197R 

111村イ，1徒 1990 

上1I11t人 1982 

f1えf金内IiIU血lベj1'l~\l1r U J r筑伶lIi文 f I:JIIHi1，~i年械~I ， II~加2tl"'，島 j

I慨i説 "'111:の |日正・陶磁総J l'ゐl弘トl
『筑後t!J1，と杭 1畠j

|大市/(，j'/l ¥ I_の輸入'11[kl附般協について 形式分~((と制q を '1'心として 」
r )tA'Nh'.~資料館fIJt兜。j論J~ 4 j 

I大甲府11¥1 の止しJ，~ t ~;.;: J r" I j!1: 111唱ヒ総の早晩研究V1J
111-16111:紀の，Ij_磁倒の分矧と制(I-J rn弘陶磁似究NI~2 J 
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9 .)滋数民111山追跡

:::沼::i日治:)i日iii:;1i器i告i弘出!}均hh:z幻杭;;芯以;泣出以:誌詑川2とrT引引J!?片汁11守T|1T:r引幻出!?rr口出川t(::山叫:;;山山:;;山1;泌品;芯おzおμ:μぷ;出:;泣出出:2以出;;以|::?J;丸たη:つUr?;rlf川?
るu n附附1附例円仰羽刊附l旧5附に甘払制t-Mllf，川岬¥I~巾Ilf，叫百
丈化II刷11の .つとして劫弥v削刊;ぴ刈引巾'1引い刊州lい川川川11川叫州i口山J与i
1Il山l

Fig.68 蔵数畏原山遺跡飼査地点位置図 (1/2.500)
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<<111.帰.，11圃陣

(2)検出遺構

箱式石棺墓

STl (Fig.69、Pla.34・35)

. Ellqb をはほ北京に向けた和式石村である。 ..t;~~典内は小 11 行、側ィ iを立てるために油状のJJ:íl り込みがあ

る。平出形状は湖賀範聞が~li.í.l!されていたため不明瞭でめるが、民 )J}惨を IIiすると与える。 批状での民

lMll.8m十σ、知加11].2m-1αをillリる。

柑の:li石については現状で 4 校の~IYf)J見とな 勺 ている。 しかし、蝕泥片れのイ7村は;切れやすいためJ己米

は4杭ではなく 2牧の可能'1宅がある。一郎、柁内にイ[付がJJ)J治しているが、恐らく附111]を〈剖勺ていた
と4rえる。官刊行はli.イi2枚、小11は収凶1枚である。側イIk:平行して1]色村1・1:L少制時必て台、 JlJ.さ 3

-6cm脱出である。側イiの'1'11¥11， J止と推定される JifJt凶作より粁 F狭い. また、，，~:t.(jについても IJlj fJWの

訂材が・枚イ7で大きいため、 ufI'IIlは凶liリきで与あると判断した"村i1勾にもJvJ仇 1:と一緒に1'1色村上が・ms
附rJ.て守る。そのため、必訂の|坊間に11張りをしていたと考える。桁|人!の即 lては大きく JJI'"に分けられ、

|二から禍色七、般色 1:、此褐色じである。 また、桁内より亦色敵

すぐlに4♀枇v-刈t品に行つたカがf、 ー部、 ~':iイiIJtfl)j{掛されており、そιか，')本Ii・内の 1:を41:11りH¥されていた 出るい

にかけて "-~fl等の1l\J :があるかどうかを sばみたが、 |二時J'(b - ~J山 t: しなかっ た" そのため、 11a' jUJの特
定はできない。セJIIIIIめ)i位はN-62・ - I~ であるn

(3)小結

l指数民原山j1'.i跡において、和式イi.t'ii拡をvirl恕したことは人きなj北*である。そζで、筑徒dJ内の+1'lj¥
訂柑の級相について述べることにする。

筑後diにおいて和.f¥::ri桁叫の峨;w.例は、今1111を含めて.1JL{E3;n跡、 12例が訓告されている。"，でも、
1950年代に先制Iv，¥j俊された山n:ir!跡から10;;去の利点イ[桁叫が出j作.されている。その内、 l )，~;I)、()~I:'¥'F.リj

性の人'1・1・が11¥1 : し、イ7村|人j怖から~えがi認められている。 その他lム 八k丘陵のI'b斜1111 に J民r:a 十る。 J.'J j)l

の状1}ω・ら名'えるとMJlも!)fr.生H年代で、はないかと思わhるの
イ{材については融自己J117をイ世mしており、川J)ilめdJI町村からもluJ憾のイI付を11fっている和J¥-1i村叫が
仰:認されている、二とを与えると、ごく 一般的に似JtJされた石村であるとみえる .U;lj r 1:辿跡のイパイIJイ"Vl
である。)

!州査地点)，';1)2lの状況について述べると、 ilUやブドウ畑、雑木林が劇作む伐っている。その'1'をJ釧に

Jじいて比ると、料出jTYJのイ i材が'1号るところに.'.'人布しているのが 11 に付く 。 ニ JL らすべてが、イi~~ の一

部であるかどうか判らないが、その可能性は |・分あると考えられる。

ょた、効;'[:. 11判にのム:~泌が胤IJf.Jする雌数遺跡併にi止〈、 \'0山(10にむ j削昨の保存状況にj血した好条件が

~iíl勺 ていると思われる。 そのため、出仇からやや離れた場所に息域を形成した rrj'能件が卜分 6・えられよ

う 。 li:品数j1'.t跡~t'下と今 1111 の，~，~jft地点は、八1;.: 1'(. 1控 |二に佐川するものの、やや作状のj血1f~を挑んだ1I'1Î1JliJい立

地しているのはt!:11すべき点であろう。
納式イìfîí 犠ではないが、この千J';丘には内念な/)，ら l~l，j保されずに削減したき!日向が 2 )，~ (( (正していたこと

を地元の)jから教えて凶いた。 ノトlrilの I~，'，j街地/，(7J、ら 5 rnA'j¥離れた場所らしく説化は辺町となっている。

(下水道T!Ji."jに党凡されたらしく、文化財m笠¥-f'iがいない時代の，]，7である。)
以上のようなよとから椛測するならば、今炉!の IO~fi.地点をrl'心に弥生11キ代の大j品位な嶋崎の存イ，:がポ
l費できょう。今後のl刈1f.がJtJH守される)iJj'である白

(参4
筑f後左『市|打i教f行'];1袋を口会 !悶99引1 ii¥'1jiU迎I世I跡」
筑後，!i教育袋u会 2000 r筑後rli内地跡l作|

f筑後rli文他lÞl'j~:J 1t慨t!.r， l~出 7 ~J 

『筑後d1文化財 J担保縦士，1}:郁20~J
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歳阻w・山直凶

蔵数長原山遺跡鯛査風景
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10 . ~~I!ね丙美m泣跡

SILL-111 
， I一一一千--

H l [」「←}
I I! i i I 
i 1" 1 " i ，，1μ | 
JH l i!!! 
Fig.70 滞島商英国遺跡問責地点位置図 (1/2，500)

一て:
m
 

刊

-N

向
調

u--

o 2 m 

l鈴，1'1.也帥圃 1

2院11<尚t'¥t.阿l

S帽"同h件闘 t

l咽同帆帥圃l

自IIV久鱒M""'I同e・"'，'1，， ， 1rtt・
1¥帽胤刷也帖圃 I

Fig.71 津島西英国遺跡基本土層(悶査区西隅土層1/40)
(2)検出遺構

溝

S01 (Fi区.72、Pla.37) 

，JIJ査|メ:内側で検tl¥したIH北川で検11¥1とがJ2_ 35 m、IThi約
1.25m、深さ，fI:J().:3 mをiJllJる。J11tJ:は 11行 .I，I.~}民色料i仕上であ

る。 11¥l:u'i物は枠無でめった。
不明遺構

W 

1.70 m 
E 

同fd協例Z
SX2 (Fig. 73) Fig. 72 SOl土層断面実測図 (1/40)

，JIJff. I~*捕で検出した閉まり状のia柿でJうる 。 *-凶検IlI lミ約5. 4m 、 ItJ ~t検山iH/:J l. 7 m 、深さが~O.lm 

を ìllリ る 。 ~lLl:は u行J品jポ也事r'î質J二である。 11\ 上lli物は+Ï'1ll~て'あ っ た。
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I~畠同II! III置時

2 m 

傷後物物
SX2 

帽

E
園
田

.
R

b' 

，0 

，ヨ

。
3 

b 

SX2実測図(1/40)Fig.73 

(3)小結

今同の間需では印o条と不明i立構 ]~~のみであ った。 出土遺物が枠組4て酬あり、 j立柿のH判ws.; を判断し得

なかった。 また、 別査 I'I~に JJLJ也の岩上から l'1磁片と土問i時)'iを採集したが実測できない小片であり、回l

/1'していない。
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。

Fig.74 津島西美田遺跡遺構全体実測図 (1/80)
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み制晶;竃陣

ll.i志垣添退跡

ーげ
図

J 口。;l 
F 叫 1

:iJ11 
111j 
I !I : 
I 11 : 
L‘.JL_..i 

;i11 i f9 

11 

(2)検出遺構

鴻

SD1 (Fig. 77) 

iJIJ1tlメ;のJtJ端で検11¥した以内)jlf'Jのhhである。はば1((般的に延びゐ桃で、約16.()m分を附脱した。ITlli
は0.30m liíJ後、~さは0. 12m tiiJ1去をilliJり、月LI'.Ltm茶色本1'， 1-.のIjI.ー)刊でんった。;n物は J:川端 (J{-)を

他かに認めた。

土摘

SK2 (Fig.76、Pla.39)

調査1'(の.1じIlq側で検/1¥した民JiJr~~えの 1:峨で、セ'1'111は N-80-E である。 il1仙の '1' 火:fflSが枇も深〈、 uhj

側にテラスをいする。 j毛'111hl.66m、対~'rhO .42 m、採さは0.17-0.44mをiJllJるの i立物は弥'1:.1-.背任(現)が

何{かに/1¥ 1:した。

SK5 (Fig.76、Pla.39)

調布|互の北側'1'央で砿認した不定J障な J:峨で、 SP6に切ら札、 5K7・SP8・制本似艇を凶る。i且榊j必古IS

は門1111が汗し〈、 JII!仁はiKHn茶色村官ヒをjんが!とするのj立物は r:Mi持(J'，・)がi認められた。

SK7 (Fig.76、Pla.39)

SK5に切られるように検山した上横で、部さはO.21 -0.36m を測る。 rrnm色仁を J，~iu;lJ とした ド!然批伯

で、 j立物は/:1¥上していなLι
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ι川晶..闘

ピット SK2 

SP6 (Fig， 76、Pla.:~9 ) 
ぶ針|SK5を切るように検111された。径は

o .46 rn IlIll堂、深さはO.22mを削る。IBゴ:
jfi物は押無であ ηた。

SP8 (Fig.76、Pla. :39) 

状のピットてヘ任はO.18mをi則ゐ。ill物
は11¥1:していない。

(3)出土遺物
J1l桝からは!体'1=.1:緋や l:n，li持といった g σ 
遺物カt111 Jこしたが、伐念ながら!ヌI/J~し う g 

るむのではなかった。

(4)小結

rJ~I1'tの~'i*、榔 l 条、 k峨 a Jkピット、

樹木の供閥、宇が検111され、 h休となる榔

や 1-.輸などのIf.~J凶は内念ながら断定でさ

ない状1凡である。 、'í jlH~:の川辺では、は

J持管F仙に f'l~ う玲制。J.'Jtfが行われおり、制

文行1.却J -弥生時代のm~~:カザ'.((1:している

ことカfわかってきている。ニうしたこと

から、副責l)íJからその成泌がJgH~'される

とこJうであったが、利以としては不訓に

終わった次第である。

c 

~'.-c' 

1瞬間 I!.I

2晴1111":.1.(.'"， . .，，14) 

1人④
8.60陶

a 量t

a' 
網"
l畑刷色帆世 i

1 剛~f'l'^冒 l
A摘凧色叫鴨 1(揖色Ilf・Gl

4 抽川~I品質 1

九 .色軌 ・， {凪位1ftll 

2 m 

。

8.60 m 

SK5 SP8 c' 

t・鳳色1"帽。
~ j・IIP'.帖司f(凶抽尚也・ 鈍色'，，， ~ ?~I.) 

H .1lI凪冊色1

7同凪同色刷胃 1.(刷(!IrH' ~1I111

1抽，...同胞帖111(向性.A色村f・‘，111 締柚凪同仇帖慣 l'<.1'."" . "Jilll 

Fig.76 土壌、ピット実測図(1/40)
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Fig.77 志垣添遺跡遺構全体実測図 (1/200)
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市同蝿崎』圃跡

12.津島洲崎泣跡

(1)はじめに (Fig.78)

.!lll遺跡は1足後市大乍ilr!..'b宇洲崎1029に所収し、株向 7 -8 m仰の;，同点字l:fJ~地|てに立地する。宅地j立成に

fl~ う発掘ia，'J奄で、 IP，~査官IH~{は391mヘ訓在肌IHJはヤj北11年4) J 2811からIri1~r-6月811まで災地した。ょの

IlrJ、市機による炎上呼の除去、 i立構の検11\ 、品iIr~1j、 ~i則、 2/J'I..峨組長等を行い、 lf(機'i(有)悩山!J(機に
安比、日I~J栴は小林IJj作がjLU"1 した。

公お、遺叫は |二・ドの2IOiで陥l!t ~札たため、 I-:r(õ郡J1f.終 n去はI[~機て'地w上を除去し、下而の凋併

を航行した。

ーニJr-，i I 
l' I iI I 11 1111 

iI 

I 1 1 1 

(2)検出遺構

漕

SOOl (Fig. 79) 

1こ而訓告ぱの IJEì1HI]ヵ、ら検 11\ したi長い W~で、 1則氏色砂I{'{ 1二の 111. ・Mであ ョた，， jtt物は~n邸時(}" .) 、 ヒ削1

~:~ (.1不 ・1:鍋 ・1:錘 ・片)、瓦砕 (Jt)、l'j'.fi:盛(J十)が11¥ ¥:していゐ。

S002 (Fig. 79) 

上而~g:，J1f.ばの*~!IJて・検出した浅い討'I~で、淡!氏色砂 1:の ~1i.- }r1 であ っ た。 iU物は仁向li緋(小阻・ H') が

11 ¥ 1:した。

S003 (FiR. 79) 

上回訓1'1:氏の中央持ISで検11¥した*凶油で、約2.1m分を靴越した。1附1.3m、開きO.2mをiUIJり、阻仁iよ

淡灰尚色砂_Lの ~I~-}刊であ っ た。 江i物はヒAIIi加(上手・ Jn が/lI土し た。

S004 (Fig. 79) 

SD03のIH側てv続出した*1国別で、約2.1m分を航唱した。申l，13.6m、探さO.3mを測り、出上は淡灰褐色

砂土の~1.-Mであ っ た。 泣物は上印li路 (上鍋・ Jt) 、 瓦器 (椀) 、陶器 ()\ )、 mlf似l'()りがIL¥1:した。

とζろで、 SD04は下回に存.(1:している泣械を附認する きっかけとなった叫である。 I-.rtrii倒ゴ'tfJ終鵡を

-70 -
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。 ¥_J 

γ:・‘1，330
Fig.79 津島洲崎遺跡遺精全体実測図(1/200)

X: 19，460 

X: 19，450 

。

Y : -41，320 

s‘'‘ 4民制M1U.
2 It.O~.M・It
3倹緑色.、.，

X: 19，480 

6.80ω 

‘民民.at~)11'.1 l1U¥鈴子・岨》

Fig.80 .SK15実;則図 (1/40)
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I:J町民匝~~邑肺胃 I '， t民色肺 t 雌t'1 

H陣1'.t，M胃1.(1可也7..."!-眠}

1'，I<<l1.¥轟色肺置I

多家
h h 

I#.同E判'"
2 .1Ii世H・1

IUI岡崎直関

g. 70 m 
， 
a 

¥士五二Z

1・民鉄事E砂町t.，~叫的11 1叶 1)1

17艇墨色.f.胃 1

IMK'U!帖 t

山首帆~" I!，， 
.'11， l\~t，υ rlltl相マ" '7J・LH;:t"・iUl

晶同"'.1'1"t 1('也・賞色ザu ~." 砂a

t植民也'f;e，峠1.1111;"

l 腿~，六巴帖問 t

a Il"'..... I島色肺t制じ・'11・t色'0，.，.&1 
縄民色・ 輯色..，e ，~'IIH. "

」圃J!I叫世刊咽 1(1‘f'! ~'lJ・ 3 少'ル 1111

:I，;a，/Illf<也仲慣 1(.~tU ・1111

"陪鳳hlt帥tll 1"~'U t;劃J

島崎岨I.¥l!M1 1"色1)1・11.1

Fig.81 溝土層断面実測図 (1/40)

迎えた刷、 5D04tll} JJ'~から新たな;n柚 (SKlS) が~' I!tされたのである J，'J I川で柿4されているj立出凶!と
はlリlらかに民なるニとから同IJtIの状況J巴併を努めた車内地、 ド而でのj削品がイヂfし4ることがわかコた。 ζ

のよとから、泊、きょ 関係者との|描 i.~を -1]・-い、 ドIfti，J，'，I:伐を実施する運びとなったa

5005 (Fig. 79) 

'".IM IÛ，~作|正の '1' 央部やや11引則で検1 1\ さ iL f・0 辿物は弥生 i二時 υ1・ ) 、 I:Olli協 (小IlIl・i't・)、111拙 ()I()、

出付(J'1') の他いタイルやガラスg を 11ßめてねり、 jn~IYiは îft機叩によ 3 て品III'JIJ tt れている悦IfjL δ れたu，~.

である。近所のHに|対lいたとニろ、傾lはJ[jで仙JlJされていたhYiであったよとがわかったe
5006 (Fig. 79) 

5D04の IYi11111 で検出したi~~、制で、が~2.2 m分をfß・J した。 ，11\ :b立物"1押1n~て"あ 2 た。

-73-



4・幽剛司a跡

SO 11 (Fi){. 81、Pla.43) 

ド山訓伐[)くて・倹IHしt..:J.lu崎市で、SD12・13を切る。約30.0m分を靴認し、断1Ml:t Vri:状を.J:!する。流
水を，'['った n t供Jik.fú と思われ、 j立物11弥'I~ 1:持 (型的、 aj'llJ!.器 (鉢)、 1'.師器 (小IIll・i不・ 1¥:1jJ不・鳩町・

) '1 )、 必質 t~非(すり鉢)、山崎(椀)、染付 (椀)、 ~I"J製I111υ'() がLLl t している。

S012 (foig .81) 

SlJl 11': VJられたtJBで、削のj主r!"iS口13を切る。約30.0m分を峨越し、緩やかなU字状を'11した断r(riで
ある市出|二j立物U:.p(1lt~であ っ た。

S013 (Fig .81) 

SDl1・12をIfJqd-るように検:1¥された榔で、約7.4m分を伸4したc陶rlfJIは道子?形状を日し、深さは0.48
m IjIj後争illiJる。!IR1:'よ1.1.¥1，氏色村自 1:を法制とし、 jfi物は弥'1:.1:時 υ1・)、 t帥総 (J¥ )が必められた"

S014 (Fig. 79) 

1，' I(JI ，J，';jィモ!正のヰi~1I1で検:1\した。 惜の北~IIJU.SDll を切る 。約7.4m分を仰・;-wし、深さは0.07m Jjir後と1品、。

I J¥ I:i立物は，認められなか 3た。

S016 (Fig.79) 

卜[札品Hf. I?(のはば" 1央で検日1 したω 仙の.1じfUU は約4.601分を航認したと ころで終l~、し、深さは0 . 0601 と

iえいの弥'1ュ卜.2JJ(jT)、I'J磁 ()'I)がt出められた。

土嘱

SK 15 (Fig. 80) 

卜.rfri iJ1，1i守:1 '<の ItJ~1Il で検出されたはば川形状の 1:峨である " n~は 1 . 06m、深さ0.40mを制Ij1)、弥生上保

(Jけが怖かに，'1¥ 1 : している 。 なお、 SK15の I:;~IH託、i:îIt9るj阿佐 (SD04とSI<15の境付近)からは弥生
l二時(現)、 1:附時 (J{-. J'.-)、1'1磁 ()'，)、 )uUlllイI7'Jf，'IU:している。

(3)出土遺物

5001 (Fig .82、Pla.4:~) 

土師器

jJJ[I' (l) J)Lイ1・ j毛2.6cm、 11占人r~l .2rmを削る。1((1業3mRlの '!'.)I .Jし を地し、 . ド~IAI行ISは欠Htし ている。

5003 (Fig. 82) 

土師器

悩 (2) Ji~ ;~IIの創11 1'. で、氏問6.6cm を出)J;~サる 。 別必のため，~，~彬は不明でわる。

S004 (Fig. 82、ド1<1.43・45)

土師器

製 (3) rlU1i-11の制)'，'で、1If~25. 0('m を 1足以する。 11融制部に沈線を地し、内外日iのIJI，)停は ヨコナデ

である。

瓦器

械 (4) r 1制~mlの制)'，~で、 内外I~J は)$~品のため i~，\J~事不lリl であるが、 内 I而一昔ISにミガキ供が.n取される。

石器

制イ{メ.J (22) イ{村はmll/~イ[製てヘ 枇イn引よ].3('10をifilj，る。

5011 (Fig.82、Pla.4~{-45) 

須恵器

鉢 (5・6) 11 紋部の制)'I~で、 断 l聞は三f!J~え を 51ーする。 |人l外l(Jjの訓掛はヨコナデで、 )1台上に!日色粒子が

少II(P.'よれる。J.lH骨系と叫われる。
土師器

IlIl (7) 1 1径 13.3cm、底1.1:8.2側、日~1':lj2 .9cmを促胤する。外!年は糸切り で、 内外l{lIの訓盤はヨコナデで

ある。

上手 (8-1()) 8はn任12.5cm、庇筏6.7c:m、時山n.7cmをiltljる椛j十である。外j北は糸切り で、 内外l国はヨ
コナデのj{I:，j整を施す。休部内而下位にJ品占出、見込みの一部に朗料が4・11文される。 9・10は版部のMlIJ，
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Fig.82 津島洲崎遺跡出土遺物実測図 (1/2・1/3)

で、外j庄は糸切り であるω 内外I~jの凋格は ヨコナデである。 9 は Ji1:出6.0cm、 10はj在任7.4cmを白瓜する。

l向上手 (11) 1 1融庁15の創11片で、 Jt特色のため凋幣不IVJである。

瓦器

倒(12) 11緑'怖の細J'iで、内外耐はヨコナデ凋幣を施す。



岬鳳酬崎>11・

瓦質土器

すり鉢(13) 11縁部の制J'，・で、 円僅30.0cmを傑出するn ..# 11触を2.し、内 ìiïiに 4 本 ~p..伎のすり 1 ;1 を地

す固JI，'J蝦は円融制存ISがヨコナデ、外的iはナデ、内回は繊}J向め刷毛1]を地す。

簡泉窯系青磁

椀 (14・15) 14は1j紋部の制)'，'で、 151i11 白!16.(km を 1~JJ;(する。 イu[れも外Ifriに鏑j事弁を施す。 席川分
知J-5・b。

朝鮮穣系青磁

備(lG) 1 1枇部の刺IJ"・である。 11 枇持1)はやや外反し、淡 I'J~蝕色の平111 を地しているの

染付

椀 (17) 11柿郎の細川・で、 11任14.6cmを1WJ;(する。rr蝕t1l1外LMには叫文':w、l勾げ'，IにはJピ子をヒトの界
線IHJに供加で拙かれ、内外!日にはは人が石-取与hる。小野分史!lB-XI。
陶器

斑(18) ぷ円松をいする制)~で、 Jy.さ 1 .7cm を iltll る n 制鞍は 1 1枇gl~MSがヘラケズリ、内外u'iÎIよナデで

ある。肋|二は微砂利が少1，1.合まれるものの良好であるが、l人j外Iiliの時ぶには 1-2 mll1f'，~出の砂枕が多〈付

消している。

銅製品

不明 (23) Jf1さ 1 醐求刑jの板状の部材を的|加させたjl.~ ~却 1111 で. Ilhj端はうにHlしているの 2 ヶ 19j-に情合~t.を

地す。

SX21 (Fig. 82、Pla.44) 

瓦器

椀(19・20) 19は円蝕郎、201よほ持ISの市1I1J'.‘で、liiJ-例外;の可能性がある。191よ内外luiにミグキを地

し、 20は聞かにコテあて泌が行取されるのみである。 20は，~tSfì7壬6.4cmを1WJ;lする"
包含層 (Fig.82、Pla.44・45)

瓦器

椀 (21) IIM/llISの細川・て__ r 1 後16.0cOlをl¥Lb;lする。内1M及び外1(111二件.はヨ :.J T デ、 外而卜11/:は I"I'I~へ

ラケズリを地すの

石製品

イ1鍬 (24) 1前i脚端を欠則したイ{触で、 -tkりのある良二等辺三川j惨状を， ，~.すゐ 。 J<山片側北ぴ1!1Mにネ

ガティプifiiを到し、*'*にメJ許ISを作りILIしている，

喪採 (Fig.82、Pla.45)

銅銭 (25) r~J '(:のほ後の31州がい、Jrj:になる新兜Adill貨の完j陪川で、 ~ 1(Jj li11民文である。

(4)小結

先述したと]，;1) 、 ~O，'，j1tでは上・ ドの 2 11iiでj立榔が(1'((認され、 bltl澗有限では7，W8条、トl(Jj訓告b<ではil'1;
5 条、 J:峨 11島、ピ ッ ト.~;が検山された。 吋 iV~1f:尽に必ける i二 IÍIÌ辿:H~とド l(tH似品 との|則係は、 íJ.'J1E 1)(J.10I~ 
で悦践した l:}(o1bl<1から窺うよとができ、 ヒIIriとド而との川には砂質 1:がJ'.1 < .tjJ..h'eしていた。この状悦か
ら;t!;!定されるのは、由u.也l正は ・級M川である矢部川から約500mの!引にイ立川している ζ とから、河川の
氾椛にあった可能性が与えられる。

先行11川は「暴11川jの別名をとる筑後川に対し、洪水ごとに水路を変記し川庇が浅いので「天，11:川J
とも呼ばれていたようである。矢部川の災河状況については、 rr矢部川改修l叫服J品作ー業務報{'fl'Hh主投
il JvHI地}]主.l!.1生日 筑俺川 J~.!J長事務所 IIR干1161年2J] JにI!己i1iがあり、，'i< ，川[Jins=イむからの主要な災
t'下等について怖イl子されている. 相ftfZFによると、家屋 ・聞知l ・人$に被~1f-をもたらした主要な洪水は、

江戸時代で 6 削、明治から II{叩iにかけて 6 同で、この他小胤般の災'，r~をあわせると 卜数削にも及んでい

ることがJGされている。
きて、今回検出 したJXI:.N専の|時JYIは、下肘而が13C被了I~~14C代、 ヒMl(fiでは14C代以降が比定されるこ

とから、 ~I政則における災;13状況の記蝕と Jmらし合わせることはできないが、報f有-Aの被:!?状況からも
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a・畠胴・・a・e

わかるように、天似不順による矢印川の氾概はむ'，Ji 11年代以前にも幾度となくめったことが地It~とされるた

め、矢部川とiJjJI'離にある吋泣跡川辺にもその員長特があった可能刊:は |・分巧'えられる。

イナJt.!
現地1m始と ともに、よく朗を叫かせていた一人の包父がいた。 人~'i:ìIt砧に.(t'f1:していた政人北山JU1H¥:である。

JJI..t時によく )Lを迎んでは、現場川辺にJ;けゐ II({HJ脳j を'1'心とした村の文化It~などドついて\1下しい IJ，~をされていたい

わば村(/)Jt，'"此似1J'e針とい っ たところで、 i~'~先にあえ・ つては多人なご協)J を m~、た。訓告拠地期IIIJ 'I'I1作業U~ との世

IIIl，t，~で惟り |ニが 3 たゆ耐もあり、 II.~ の和やかな渉開河合 l休わう 、ニ とがでさたニとを覚えている@

ところが. .lJI)めが終 f して数ヶ )J舵 〉たある rI、突然、枕人の~d!微を受け t:次第である。

il¥'何11本怖を締めく くるにあたり、この場を11Iりて故人のこ同九iをお祈りしたい.
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高"νηJ且帥

13.高江シウジ泣跡
(1)はじめに (Fig.83) 

可遺跡は筑後di大'f:I'::j i 1 'r:シ
ウツにlijfイlてし、品，~?:r，7.5 m1立のfll

{V~j'党 Ii: l:.に立地する。鉄i岱.tt，世
に作うr.'Jiの|略、予l北6年9rJlよ
泣物がJltめられたとのi虫絡を:受

けたので、工会をしたとよろ、世

1: t((ドからi立物カC{t{[.;tされた。

ゃいにもili跡にl;弘明iのない純1m
でのr:!J";であ勺たため、売却1IIlIJ，'J

弥生土器 (f.'ig.84、Pla.46) 

悦 (1-3) 1は11紬百ISの創11J'， 
でI1 f1>.22. 2l'mを1¥i似する。I11.求
問I~は川氏:!!~えに外 j又し、 1 1 付加と

体ffl~のくびれ日I~にはず?形状の断

I(riを'，1した 1条の11川、j突'111/;悦iさ
ilる。11枇掛町1)，&ぴlIli付先'1111に

は刻lみiI丈を地ず.2 Iよ体部の制11

n.で外ITriには月一伶り を地す。断
r(ijカtf;形状を日した l条のJh'i付突

'fWを地し、縦)jltljのH古立が認め
fコれる。:1は応部の制11J 'iて"/i主任
9.5cmを花lIJ;tする。
時計 (4) IJi予15.()c刷、!屯任

17.0ωl、時l¥hL9.JcmをilllJるu
(3)小結
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Fig.84 寓江シウジ遺跡、出土土器実測図(1/3)

川辺では弥生-Itl坑H刺℃のm子高跡であるIwr.iiJ.跡や'1'11上のIX:lllIi7Il)を検IUしたI':Si' J:Jj;~ 1 11u跡が作。Ii.され

てお リ、、'ii1H.がはニの2ill跡とhiJじlil域上の11占i目的iiに{夜間している。今Inl(7) 11I 1:111物により 、弥生n判℃
rl' -後期にかけての迫跡が川辺に脱出l していると#えられ、今後のIJI~1正が特たれるn
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法物'5:JZギiドの砕けは、以 ドのとお りである。
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下北島櫛引遺跡 Pla.l 

下北島櫛引遺跡問査区全景(空中写 上から)

乍北島櫛引遺跡遠景(空中写真 :酉から)



Pla.2 下北島櫛引遺跡

SK10遺物出土状況(束力、ら)

SK10遺物出土状況(酉から)



下北島櫛引遺跡 Pla.3 

5-11 

5-4 

5-6 



Pla.4 下北島櫛引遺跡

5-12 

5-13 

5-17 

5-14 

5-18 



下北島櫛引遺跡 Pla.5 

5-22 

5-27 

5-23 



Pla.6 水田山伏遺跡(第1次闘査)

¥ -ーーーーー品田町 官 官

水田山伏遺跡(第 1次調査)鯛査区全景(空中写真:真上から)



水田山伏遺跡(第 1次鯛茸) Pla.7 



Pla.8 水田山伏遺跡(第 1次鯛葦)

17-31 



水田山伏遺跡(第 2次間査) Pla.9 

2ST1 (南から)



Pla.l0 水田山伏遺跡(第 2次闘査)

19-1 



長浜鐙遺跡(第 1次胴査)

22-1 

22-2 

t・. 

Pla.l1 

長浜鐙遺跡(第1次鯛査)間査区全景(束力、ら)



Pla.12 長浜銀遺跡(第 2次胴査)

長浜鑓遺跡(第2次鯛査)鯛査区全最 (束から)

• • 
'
 

a
 

a
 

a' 

長浜鑑遺跡(第2次翻査)問査区全景(東から)

24-] 



長浜鐙遺跡(第3次醐査) Pla .13 

長浜鐙遺跡(第3次鯛査)問責区全焼(北から)

・L

畏浜鐙遺跡 (第3次調査)鯛査区全景(南から)



Pla.14 長決舘遺跡(第3次悶査)

F 

3SX3 (西から)

3SK2 (西カ、ら)



長浜鐙遺跡(第3次鯛葦) Pla .15 

3SK4 (北から)

3SK6 (束力、ら)



Pla.16 鶴田大南遺跡

鶴田大南遺跡鯛査区A全景(北から)

鶴田大南遺跡鯛査区B全景(南から)



鶴田大南遺跡 Pla，17 

圃ー-=--

九被
鶴田大南遺跡調査区C全景(南から)

戸川

鶴田大南遺跡翻査区D全景(南から)



Pla.18 祖国大南遺跡

28-4 



水田下桜町遺跡 Pla.19 

水閏下桜町遺跡鯛査区全景 (空中写真:西から)



Pla.20 水田下桜町遺跡

SKOl検出状況 (束力、ら)

SKOl遺物出土状況(北から)



水田下桜町遺跡 Pla ‘21 

SKOl兜掘状況(北から)

SK05. SDlO・ 33(南酉から)



Pla.22 水田下桜町遺跡

5K05、5010・33土層観察(北から)

5K06、5007(南から)



水田下桜町遺跡 Pla.23 

SK25 (西から)

SE15 (束力、ら)



Pla.24 水田下桜町遺跡

SE20 (南東から)

5E35 (南西から)



水田下桜町遺跡 Pla.25 

SE40 (西から)

SP02・03・04(東から)



Pla.26 水田下桜町遺跡

SKOl 

44-1 

SK05 

45-1 
45-2 

45-3 

SK05 

45-5 45-6 
45-4 

SK05 

45-15 
45-l4 

…. ‘畠 富島 • 45-17 司E 骨ロー-10 45-19 



水田下桜町遺跡 Pla.27 

SK05 SK05 

45-20 
45-21 

47-31 

45-23 
45・・24 45-25 

SK05 

SK05 

45-27 45-28 45-29 

SK05 

SK05 

SK05 

SK05 



Pla.28 

SK05 

SK05 

SK05 

SK05 

SK05 

F 

47-36 

47-37 

47-38 

47 39 

dC  
F哩彊
圃1M

~ 

411-4fi 

水田下桜町遺跡

SK05 

48-41 

SK05 

48-42 

SK05 

SK05崩落ニヒ

49-3 

49-4 



水田下桜町遺跡 Pls.29 

SK05崩落土 SK25 

SK06・・ーー』 SK06 SK06 

' 50-) 50-2 
50-3 

SP03・1織 SK06 

SK08 • ， 50-4 

66-1 

SX31 
SX31 

SK09 ，.、-ー
4・・a -・ SK25・111

65-1 65-2 

‘・ • 52-) 

• S024 SK26 

SK25 

53-1 

52-3 
52-1 



Pla.30 

SD10-12層

5010-13. 

$010"1311 

水田下桜町遺跡

56-8 

57-8 

-守，E3 

55-2 

• SK30 .， • 5E20 

56-1 56-2 

56-3 

56-4 a・・・・・・ー・ー 58-1 58-2 

54-1 

SE15 

57-4 

57-7 

57-9 

57田 1257-10 

56-5 

56-6 56-7 

~ • 
可.".可.，.
58-4 58-5 



水田下桜町遺跡 Pla.31 

SE20 

" • 58-15 
SE20 

58-32 

58-17 
58-35 

58-34 

58-33 58-39 

SE20 SE20 

58 18 58-21 

SE20 SE20 

58-19 
58-22 

SE20 SE20 

58-20 



Pla.32 水田下桜町遺跡

SE20 SE20 

58-24 

SE20 SE20 

58-26 

59-41 

SE20 5E20 

58-28 
59-42 

SE20 SE20 

58-36 58-43 

5E20 SE35 

司咽 目
理曹
臨歯喝罰F

60-2 

60-] 



水田下桜町遺跡 Pla.33 

SE35 SX27 

60-3 

SE40 SX29 

もrJぞ ー司

o 

月言、

句、
、.
戸

ノ

itl 

• 
ω-1 

61-1 

SXI3 SX32 

65-} 
62 1 

SXl3 

62-2 

SX23 理買採

67-1 



Pla.34 蔵数長原山遺跡

ST1箱式石柑検出状況 (西から)

ST1箱式石棺萱石除去 (西から)



蔵数長原山遺跡 Pla.35 

STl箱式石棺側石除去 (南から)

STl箱式右棺完掘状況(西から)



Pla.36 詩書島西黄田遺跡

島西奨回遺跡鯛査区全景(西から)



津島西英国遺跡 Pla.37 

-. 

、
、
， 、、

津島西艶回遺跡基本土層(東から)

、B11
、

u
t
'
 

-

E

，‘、‘
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、. 

?父
~ 

50001ヰ層断面(南から)



Pls.38 意垣添遺跡

意垣添遺跡鯛査区全景(空中写真;北から)



志塩添遺跡 Pla.39 

、
‘ • I 

.‘ 1 
/ 

〉
~ 、，，E

〈
、、

、
/EJ 

SK2 (南から)

SK5・7、SP6・8(南から)



Pla.40 湯島洲崎遺跡

;家島洲崎遺跡調査区全景(上面:東から)

津島洲崎遺跡間査区全景 (上面:西から)



津島洲崎遺跡 Pla.41 

津島洲崎遺跡南側鯛査区 (上面:北から)

津島洲崎遺跡北側調査区 (よ薗:南から)



Pla.42 津島洲崎遺跡

津島洲崎遺跡南側鯛査区 (下面:北から)



;ff!島洲崎遺跡 Pla.43 

SDll土層観察(西から)

82-1 

82-6 82-12 



Pla.44 津島洲崎遺跡

82-15 

画圃圃量量

岡国
噌.

82-19 

82-20 



海島洲崎遺跡 Pla.45 
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Pla.46 高江シウジ遺跡
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